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SmartSense™ 自動チューニング 16 ボタン、 2 スライダー、 近接センサーを備えた CapSense® Express™ コン ト ローラー

概要説明

CY8CMBR3xxx CapSense® Express™ コン ト ローラは、 高度な機能を持つが実装が簡単な静電容量接触検知ユーザー インター
フェース ソリューシ ョ ンを提供します。 大 16 の静電容量検知入力をサポートするこのレジスタ設定可能なファ ミ リは、 時間が
かかるファームウェア開発を必要としません。 これらのコン ト ローラは、 小の開発サイクル時間で静電容量ボタン、 スライダー
および近接検知ソリューシ ョ ンを実装するための理想的なものです。 

CY8CMBR3xxx ファ ミ リは、 高性能アナログ センシング チャネル、 および、 100:1 より大きな信号対ノイズ比 (SNR) を送信して
極度にノイズの多い環境下でも接触の精度を保証できる静電容量シグマデルタ  PLUS (CSD PLUS) センシング アルゴリズムを特徴
としている。 これらのコン ト ローラは、 製造ばらつきを補正し、 全ての環境条件で 適なセンサー動作を動的に監視 ・ 維持するサ
イプレス社の SmartSense™ 自動チューニング アルゴリズムで有効になります。 さらに、 SmartSense 自動チューニングにより、
開発や増産の間に時間がかかる手動チューニングが不要になり、 終製品を 短で市場投入できるようになります。 

LED 輝度調整、近接センシングとシステム診断などの高度な機能により、開発時間を節約できます。 これらのコン ト ローラは、霧、
水滴または流水進入による誤った接触をな くすることによって、堅牢な耐水性のあるデザインを可能とします。 CY8CMBR3xxx コ
ン ト ローラは、 様々な業界標準の小型ファクタパッケージで提供されます。 

CY8CMBR3xxx ファ ミ リのエコシステムは、 迅速なユーザー インターフェース デザインを可能とするためのソフ トウェアとハー
ドウェアの開発ツールを含んでいます。 例えば、 EZ-Click Customizer ツールは、 I2C インターフェースを通じてデバイス機能を設
定するための簡単なグラフェ ック  ユーザー インターフェース ソフ トウェアです。 このツールはさらに、 システム動作を監視し、
検証やデバッギングを支援するための CapSense データ表示をサポート します。 他のツール Design Toolbox は、 デザイン ガイド
ラインやレイアウト推奨項目を提供してセンサー サイズ、配線の長さと寄生容量を 適化することにより、回路基板レイアウトを
単純化します。 CY8CMBR3xxx ファ ミ リの機能を早く評価するために、 CY3280-MBR3 評価キッ ト を使用して ください。

特長

■ レジスタ設定可能な CapSense Express コン ト ローラ

❐ ファームウェア開発は不要
❐ 特許取得 CSD センシング アルゴリズム
❐ 高感度 (0.1pF)

• オーバーレイの厚さ ： ガラス 大 15mm、 プラスチック
大 5mm 

• 近接性ソリューシ ョ ン

• 感度はカウン ト当たり 大 2fF
❐ クラス 高 >100:1 SNR の性能 

• 放射性ノ イズおよび導電性ノ イズに対する優れたノ イズ
耐性

• 超低放射妨害波

❐ SmartSense 自動チューニング
• 実行中に 適なセンサーの性能を設定し維持

• 開発と量産段階での手動チューニングは不要

■ 低電力 CapSense
❐ リフレッシュ間隔120msでセンサー当たりの平均電流消費
量は 22µA

❐ 寄生容量 (CP) の広い範囲 ： 5–45pF

■ 高度なユーザー インターフェース機能

❐ 耐液性
❐ 視覚タ ッチ フ ィードバック用のユーザー設定可能なLED輝
度
• LED 駆動用の 大 8 の HIGH シンク電流 GPO

❐ 音響タ ッチ フ ィードバック用のブザー信号出力
❐ 隣接したボタンでの誤った接触を無 く すための隣接セン
サー抑制 (FSS)

❐ アナログ電圧出力
❐ 任意のセンサー状態の変更を指示するホス トへのアテン
シ ョ ン ライン割込み

■ システム診断機能は以下のものを検出

❐ 変調コンデンサ (CMOD) の不適切な値
❐ 範囲外のセンサー 寄生容量 (CP) の値
❐ センサー短絡

■ EZ-Click™ カスタマイズ ツール

❐ デバイス設定用の簡単な GUI
❐ CapSenseボタン、スライダーおよび近接センサーのデータ
表示 ・監視

❐ 迅速なデバッグ用のシステム診断

■ I2C スレーブ

❐ 大 400kHz をサポート
❐ ハードウェア アドレス一致のウェイクアップ
❐ 処理中にバス ストールまたはクロック  スト レッチは発生

しない 

■ 低消費電圧 (1.71 ～ 5.5V) 動作

❐ 割り込みと I2C アドレス検出によるウェイクアップ機能を
備えたディープスリープ モード

■ 産業用途向け温度範囲 : -40 ℃～ +85 ℃

■ パッケージのオプシ ョ ン

❐ 8 ピン SOIC (150 mil)
❐ 16 ピン SOIC (150 mil) 
❐ 16-pin QFN (3 × 3 × 0.6 mm)
❐ 24-pin QFN (4 × 4 × 0.6 mm)

http://www.cypress.com/?rID=92067
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詳細情報

サイプレスは、www.cypress.com に大量のデータを掲載してお
り、ユーザーがデザインに適切な CapSenseデバイスを選択し、
デバイスをデザインに迅速で効果的に統合する手助けをしてい
ます。リソースの総合リストについては、「Resources Available
for CapSense® Controllers - KBA92181」知識ベース記事をご参
照ください。 以下は CapSense のリソースの要約です。

■ 概要 : CapSense ポート フォリオ、 CapSense ロードマップ

■ 製品セレクター: Getting Started with CapSense design guide
の "CapSense セレクタガイド " を参照して ください。

CY8CMBR3xxx エコシステム

サイプレスは、 完全なエコシステムを提供し、 CY8CMBR3xxx
ファ ミ リの CapSense コン ト ローラ  で迅速な開発サイクルを
可能にします。 このエコシステムは、 デバイス設定、 デザイン
検証と診断用の簡単なツールを含みます。

ドキュ メン ト

デザイン ガイド  

デザイン ガイドには、 各種の CapSense ベース デザインが掲
載されています。それらはソリューシ ョ ンや完全なシステム デ
ザイン ガイドラインについて説明します。CY8CMBR3xxx につ
いては、 以下のデザイン ガイドを参照して ください。 

1. CapSense 入門 – 全ての CapSense ユーザーの 初に読む
べき文書。

2. CY8CMBR3xxx CapSense デザイン ガイド  – CY8CM-
BR3xxx の完全なシステム デザイン ガイド ラインを提供

これらのデザイン ガイド ラインについては、
www.cypress.com/go/capsense からダウンロードできます。

レジスタ  TRM

CY8CMBR3xxx レジスタ  TRM は、 CY8CMBR3xxx ファ ミ リの
コン ト ローラの全てのレジスタをそれぞれのアドレス順次で詳
述します。 これらのレジスタには、 ホスト との I2C インター
フェースを通じてアクセスできます。

ソフ トウェア ユーティ リテ ィ

EZ-Click カスタマイズ ツール

EZ-Click カスタマイズ ツール、 CY8CMBR3xxx デバイスの設
定をカスタマイズするのに使用する簡単な GUI ベースソフ ト
ウェア ユーティ リテ ィです。 

この GUI ベース ツールを使用して以下のように進めます。

1. プロダク ト  セレクタを利用して、 終商品要求に応じて、適
切な部品番号を選択します。

2. デバイスの機能を設定します。 

3. ボタンと近接センサー用の CapSense データを監視します。

4. システム診断と内蔵自己試験 (BIST) 機能を使用してデバッ
グや生産ラインの試験を行います。

図 1.  EZ-Click を使った CY8CMBR3xxx 設定
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ツール

デザイン ツール ボックス

デザイン ツール ボックスは、静電容量ボタン向けのアプリケー
シ ョ ン特有のデザイン ガイ ド ラインを提供する双方向のスプ
レッ ドシートです。 それは、 CapSense システムを設定 ・ 検証
するために使用されます。 

デザイン ツール ボックス ：

■ CapSense プリン ト基板向けの概要的レイアウト  ガイドライ
ンを提供

■ 終商品要求に基づいてボタン寸法を予測

■ ボタン寸法に基づいて電力消費量を計算

■ レイアウト  デザインを検証

評価キッ ト

CY8CMBR3xxxソリューシ ョ ンの様々な機能を早く評価するに
は、 CY3280-MBR3 評価キッ ト を使用します。 このキッ トは、
Arduino シールド と して機能しているので、 市場にある様々な
Arduino ベース コン ト ローラに対応できます。 このキッ トはサ
イプレス社のオンライン ストアで購入できます。 

オンライン

マニュアルの他に、多くのウェブリソースがあります。CY8CM-
BR3xxx ファ ミ リの専用ウェブページ には、 全ての 新情報が
載ってあります。 

ト レーニング

www.cypress.com/training では、 PSoC と CapSense の無料テ
クニカル ト レーニング ( オン デマンド、 Web セミナ、 ワーク
シ ョ ップ ) をオンラインでご利用になれます。 様々なトピック
と異なるスキル レベルのトレーニングにより、お客様の設計作
業を支援します。

テクニカル サポート

技術的な問題について支援が必要な場合は、 Knowledge Base
およびフォーラム www.cypress.com/support で検索できます。
解決策が見つからない場合は、 テクニカル サポート  ケースをご
作成になるか、 または、 テクニカル サポート  (1-800-541-4736)
までご連絡ください。

www.cypress.com/training
http://www.cypress.com/?rID=90800
www.cypress.com/MBR3Kit
http://www.cypress.com/?id=2218
http://www.cypress.com/?id=2218
http://www.cypress.com/capsensembr3/
www.cypress.com/support
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システム概要

静電容量センサーは、 静電容量の変更を検出して、 導電性物体
への接触または近接を確定します。 静電容量センサーはユー
ザー インターフェース ソ リューシ ョ ンにおいて、 従来のメカ
ニカル ボタンに代わる静電容量 ボタンか、 メカニカル ノブに
代わる静電容量スライダーか、 または、 赤外線センサーに代わ
る近接センサーです。 標準的な静電容量ユーザー イン ター
フェース システムは以下のものからなります。

■ 静電容量センサー

■ ブザーまたは LED などのビジュアル、 オーディオ出力

■ センサーに接続される静電容量センシング コン ト ローラ

■ ホスト  プロセッサ

静電容量コン ト ローラは、 I2C、 または GPO などの通信イン
ターフェースを通じてセンサーと出力をホストプロセッサへ接
続します。 

静電容量ユーザー インターフェース システムは、 ユーザーの
接触入力を取得し、 ブザーまたは LED によるビジュアル オー
ディオ フ ィードバックを提供するヒューマン マシン インター

フェースとして動作します。 CY8CMBR3xxx は、接触または近
接に基づいて静電容量の変更を検知し、 それに応じてユーザー
インターフ ェース システムを制御する静電容量センシングコ
ン ト ローラのファ ミ リです。 コン ト ローラに内蔵されたセンシ
ングアルゴリズムは、接触の存在を確定し、出力を駆動するか、
または、 信号をホストプロセッサに送信します。 このアルゴリ
ズムは、 信号 ( 接触または近接に基づき ) と、 環境または電気
的条件によるノイズを区別できます。 

図 2 は、 システムを制御し、 さらに I2C を通じてホストプロ
セッサと通信する CY8CMBR3xxx CapSense Express コン ト
ローラに静電容量ボタンが接続される標準的ユーザーインター
フェースを示します。

従来の静電容量センシングコン ト ローラは、 特定のユーザーイ
ンターフェース機能を実行するにはファームウェア開発を、
適な動作を達成するにはシステムの手動チューニングを必要と
します。 しかし、 CY8CMBR3xxx CapSense Express ファ ミ リ
のコン ト ローラ  は、 ファームウェア開発を必要とせずに、市場
投入までの時間を短縮できます。 これらのデバイスは、 手動
チューニングを必要とせず、 極度にノイズの多い環境下でも
適に動作する SmartSense 自動チューニングを特徴とします。

図 2.  標準的 CapSense システム
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機能概要

CapSense センサー

CY8CMBR3xxx ファ ミ リのコン ト ローラは 大 16 の静電容量
センサーをサポート します。 これらは以下のように設定できま
す。

■ 大 16 個の CapSense ボタン 

■ 大 2 つのスライダー： リニアまたはラジアル スライダーと
して設定可能

■ 大30cmの間隔まで近接検知可能な 大2つの近接センサー

スライダー

■ 大 2 個の 5 セグメン ト  スライダーをサポート  

■ スライダーをそれぞれリニアまたはラジアルとして設定

■ 両方のスライダーを組み合わせて1つの10セグメン ト  スライ
ダーにする。

■ ユーザーが設定可能なスライダー分解能をサポート

近接検知センサー

■ CY8CMBR3xxxファ ミ リは、 大30cmの間隔まで近接検知可
能な 大 2 つの近接検知センサーをサポート します。 これら
の近接検知センサーは、 両方の近接と接触イベン ト を検知で
きます。 

■ ウェイク  オン アプローチ機能は、近接イベン トでデバイスを
低電力状態からアクテ ィブ モードにウェイク  アップします。

■ デバイスはさらに、 金属物質がある場合の近接検知範囲を広
げる駆動シールド機能も備えます。

■ デバイスはCPの範囲が8pF～45pFの近接検知センサーをサ
ポート します。

SmartSense 自動チューニング

CY8CMBR3xxx ファ ミ リは、実行の間にシステムおよび環境の
変化に応じて連続的に補正を行うサイプレス社の特許取得
CapSense アルゴリズム、 SmartSense 自動チューニング、 を
備えます。 SmartSense 自動チューニングは、 以下の利点があ
ります。

■ 手動チューニングを不要にし設計努力を削減します。

■ タ ッチ センシング性能を低下させてしまう、 プリン ト基板、
オーバーレイ、 塗装、 および製造のばらつきに適応します。

■ 量産段階での手動チューニングを不要にします

■ ノ イズに起因したシステム環境の変化に適応します。

■ 様々なオーバレイ、 ボタン形状や配線長に対応したプラ ッ ト
フォーム設計手法を可能にします

耐液性

CY8CMBR3xxx ファ ミ リは、 霧、 水滴、 流水進入または濡れて
いる手などの湿潤状態による誤った接触をな くする耐水性のあ
るデザインを提供します。 CapSense コン ト ローラはユーザー

インターフェースをファームウェアにロックして、 水流中の接
触入力を防止します。

CY8CMBR3xxx ファ ミ リは、 水、 ケチャップ、 油と血などの液
体に対する耐水性を提供します。

レジス タ  マ ッ プによ り、 シールド電極を イネーブルにし、
EZ-Click を使って湿潤状態での誤った接触を防止し、 シールド
電極とガード  センサーの両方をイネーブルにして水没状況で
の誤った接触を防止します。シールド電極とガード  センサーは
それぞれ CapSense コン ト ローラにてポート  ピンを消費しま
す。 耐水性のあるデザイン実装のベストプラクテ ィスおよびデ
ザイン ガイド ラインについては、CY8CMBR3xxx CapSense デ
ザイン ガイド ラインを参照して ください。

ノ イズ耐性

CY8CMBR3xxx ファ ミ リは堅牢な CSD PLUS 静電容量センシ
ング アルゴリズムを備えます。 さらに、極度にノイズの多い環
境下でも安定的な動作を確保するために、 高度なノイズ耐性ア
ルゴリズム EMC も実装します。 

EMC アルゴリズムはより高い平均電力を消費します。低電力ア
プリケーシ ョ ンでは、 ノイズがそんなに多く ないところで、 こ
の機能を I2C インターフェースにより無効にできます。

隣接センサー抑制 (FSS)

この機能は複数の隣接したボタンからの信号を識別して、 誤っ
た接触を除去します。 これは、 システムが 初の触れられたボ
タンのみを認識することを保証する。

タ ッチ フ ィードバック

CY8CMBR3xxx ファ ミ リは、 ブザーまたは LED によるビジュ
アル・オーディオ フ ィードバックのために構成できるピンを持
ちます。

汎用出力 (GPO)

GPO は HIGH シンク電流、 ほとんどの LED を駆動可能な出力
です。 GPO 状態は CapSense センサーにより直接制御される
ことが可能なので、センサーの 「ON」 状態に応じて、対応する
LED が自動的に 「ON」 になります。 また、 GPO は I2C イン
ターフ ェースを通じてホス トにより制御されるこ と も可能で
す。 

GPO は、 以下の高度な機能もサポート します。

■ CSx - GPOx ダイレク ト  ド ライブ ： ボタン接触または近接イ
ベン トで GPO を直接制御 

■ パルス幅変調 (PWM) ： LED の輝度を制御

■ トグル ： メカニカル トグル スイッチの機能を模倣するため
に、GPO 状態が、ボタンセンサーでの接触イベン トおよび近
接センサーでの近接イベン トのたびにトグルされる。

■ 電圧出力 : ボタン状態を示すアナログ電圧

ブザー 駆動

CY8CMBR3xxx コン ト ローラの出力ピンは、 PWM を通じてシ
ングル入力 DC 圧電ブザーを駆動するために、 構成されること
が可能です。 PWM 周波数およびブザーの有効期間は設定する
ことが可能です。 ブザー 出力は、 指の接触が検知される時に、
限られた時間でアクテ ィブにされます。

http://www.cypress.com/?rID=90802
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レジスタ設定可能性

CY8CMBR3xxx レジスタは I2C インターフェースを通じて設定
することが可能です。 デバイスの機能は、 適切な値を I2C 設定
可能なレジスタ  マップに書き込むことにより、有効化・無効化
または修正することができます。 このレジスタ  マップはさら
に、 接触／リ リース状態やシステム動作やデバッグ パラ メー
ターを示すための様々な状態出力を提供します。

I2C インターフェースを通じて、 マイクロコン ト ローラまたは
EZ-Click カスタマイズなどのホスト  コン ト ローラによって、デ
バイスのレジスタ  マップにアクセスできます。

CY8CMBR3xxx デバイスは、 フラッシュ書き込みまたはその他
の誤ったイベン ト中に電源異常による設定データ破損を克服す
る安全なレジスタ  マップ 更新仕組みを備えます。 設定データ
がレジスタ  マップの更新中に破損される場合、デバイスは自ら

新の既知の有効な設定に再設定します。

ホス トへの通信

CY8CMBR3xxx ファ ミ リは、以下の方法でホスト  プロセッサへ
通信します。

■ I2C インターフェースにより、 ホストがパラメーターを設定
し、 接触イベン トで状態情報を受信することが可能となりま
す。

■ ホスト割り込みは、 新しい接触イベン トが発生する時にホス
ト を警告します。 これは、 ホス ト と CapSense コン ト ローラ
との間の効果的な通信の構築に役立ちます。さらに、CPU は、
I2Cを通じて読み込むことでデバイスをポーリングできます。 

■ GPO はセンサーの ON または OFF 状態をホストに通知しま
す。 GPO ポートは、 外部抵抗ネッ トワークを通じて、 アナロ
グ電圧や、 DC 出力 (DCO) を実装するために利用できます。

システム診断機能

CY8CMBR3xxx デバイスは、 システム診断機能を備えて、 シス
テム レベル 障害条件を検出し、ユーザー インターフェース デ

ザインの障害を避けるこ とができます。 システム診断機能は、
システム レベル パラ メーターを監視して開発段階でデザイン
をデバッグすることに役立ちます。

内蔵システム診断は、 電源投入時に以下の障害条件を検出し、
以下のものを監視します。

■ 変調コンデンサ (CMOD) の不適切な値

■ CP の値が範囲外

■ センサー短絡

低消費電力

電池で動作するものなどの低電力アプリケーシ ョ ンの場合、 超
低消費電力の静電容量検知コン ト ローラを選択します。

CY8CMBR3xxx コン ト ローラは、 センサーごとに 1.8V で平均
電流 22µA を引き込みます。

CY8CMBR3xxxファ ミ リは2つの動作モードをサポート します。

■ アクテ ィブ ： センサーは消費電力の 適化のため、 定期的に
スキャンされる。

■ ディープスリープ ： センサーのスキャンを再開するコマンド
をホストから受信するまでに、 センサーがスキャンされませ
ん。

アクテ ィブモードでは、 CY8CMBR3xxx ファ ミ リは、平均電力
消費量を 適化したり、 リフレッシュ間隔を増加せずにスムー
ズなユーザー インターフ ェース体験を提供したりするなどの
追加技術を実装します。

これらのモードの他に、 デバイスは、 近接センシングを使って
平均電力消費量を減少し、 システムが非アクテ ィブになる時電
力節約を確保する接近ウェイクアップ機能を持ちます。

機能の詳細は16 ページのデバイス機能の詳細に述べられます。 
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製品番号および機能のまとめ

CY8CMBR3xxx ファ ミ リは 6 つの製品番号を含み、 各製品番号が異なる機能セッ ト をサポート します。 以下の表では、 全ての製品
番号および対応されている機能をまとめます。

# 機能 CY8CMBR3116 CY8CMBR3106S CY8CMBR3110 CY8CMBR3108 CY8CMBR3102 CY8CMBR3002

1 ボタンの 大数 16 11 10 8 2 2

2 スライダーの 大数 × 2 × × × ×

3 近接センサーの 大数 2 2 2 2 2 ×

4 シールド電極 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ×

5 ガード  センサー ✔ × ✔ ✔ × ×

6 ウェイク  オン アプローチ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ×

7 耐液性 ✔ × ✔ ✔ ✔ ×

8 自動閾値 ✔
コンフ ィギュレー
シ ョ ン可能な

✔
コンフ ィギュレー
シ ョ ン可能な

✔
コンフ ィギュレー
シ ョ ン可能な

✔
コンフ ィギュレー
シ ョ ン可能な

✔
コンフ ィギュレー
シ ョ ン可能な

✔

9 閾値オーバーライ ド × ✔ × ✔ ✔ ×

10 感度制御 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ×

11 センサー自動リセッ ト ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔
20s

12 メジアンおよび IIR フ ィル
ター

✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

13 ア ドバンス ト  ロー パス
フ ィルター

✔ × ✔ ✔ ✔ ×

14 電磁環境適合性 (EMC) ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ×

15 FSS ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ×

16 GPO/LED駆動出力の 大
数

8 0 5 4 1 2

17 GPO/LED シン クおよび
ソース駆動のサポート

✔
コンフ ィギュレー
シ ョ ン可能な

× ✔
コンフ ィギュレー
シ ョ ン可能な

✔
コンフ ィギュレー
シ ョ ン可能な

✔
コンフ ィギュレー
シ ョ ン可能な

シンク

18 LED 輝度調整 ✔ × ✔ ✔ ✔ ×

19 LED ON 時間 ✔ × ✔ ✔ ✔ ×

20 トグル ✔ × ✔ ✔ ✔ ×

21 ブザー信号出力 ✔ ✔ ✔ ✔ × ×

22 ホスト割り込み ✔ ✔ ✔ ✔ × ×

23 ラッチ状態出力 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ×

24 アナログ電圧出力 ✔ × ✔ ✔ ✔ ✔

25 システム診断機能 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

26 I2C インターフェース ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ×



CY8CMBR3002、 CY8CMBR3102
CY8CMBR3106S、 CY8CMBR3108

CY8CMBR3110、 CY8CMBR3116 データシート

文書番号 : 001-92218 Rev. *C ページ 9 / 41

ピン配置

CY8CMBR3116 (16 個のセンシング出力 )

表 1.  ピン図および定義 - CY8CMBR3116

24QFN

ピン図
ピン # ピン名 タイプ 説明 未使用の場合

デフォルト
設定

1 CS0/PS0 – CapSense ボタン／近接センサー : GPO0
を制御する

接地／接地 CS0

2 CS1/PS1 – CapSense ボタン／近接センサー : GPO1
を制御する

接地／接地 CS1

3 CS2/GUARD – CapSense ボタ ン／ガー ド  センサー :
GPO2 を制御する

接地／接地 CS2

4 CS3 – CapSense ボタン : GPO3 を制御する グランド CS3

5 CMOD – 外部変調器コンデンサ。 2.2nF/5V/X7R ま

たは NPO コンデンサを接続する

該当なし CMOD

6 VCC 電源 内部レギュレータ出力。 VDD > 1.8V の場

合、0.1µF デカップリング コンデンサを接

続する。 VDD が 1.71V ～ 1.89V の場合、

このピンを VDD に短絡させる

該当なし VCC

7 VDD 電源 電源 該当なし VDD

8 VSS 電源 グランド 該当なし VSS

9 CS15/SH/HI I/DO CapSenseボタン／シールド電極／ホスト

割り込み ( レジスタ  マップの SPO1) 
参照 : 15 ページの未

使用 SPO ピン接続

HI

QFN
(Top View)
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10 CS14/GPO6 I/DO CapSense ボタン／汎用出力 (GPO) グランド／参照 : 15
ペ ー ジ の 未 使 用

GPO ピン接続

GPO6

11 CS13/GPO5 I/DO CapSense ボタン／ GPO グランド／参照 : 15
ペ ー ジ の 未 使 用

GPO ピン接続

GPO5

12 CS12/GPO4 I/DO CapSense ボタン／ GPO グランド／参照 : 15
ペ ー ジ の 未 使 用

GPO ピン接続

GPO4

13 CS11/GPO3 I/DO CapSense ボタン／ GPO グランド／参照 : 15
ペ ー ジ の 未 使 用

GPO ピン接続

GPO3

14 CS10/GPO2 I/DO CapSense ボタン／ GPO グランド／参照 : 15
ペ ー ジ の 未 使 用

GPO ピン接続

GPO2

15 CS9/GPO1 I/DO CapSense ボタン／ GPO グランド／参照 : 15
ペ ー ジ の 未 使 用

GPO ピン接続

GPO1

16 CS8/GPO0 I/DO CapSense ボタン／ GPO グランド／参照 : 15
ペ ー ジ の 未 使 用

GPO ピン接続

GPO0

17 CS7 – CapSense ボタン、 GPO7 を制御する グランド CS7

18 CS6[2] – CapSense ボタン、 GPO6 を制御する VDD に接続する CS6

19 CS5 – CapSense ボタン、 GPO5 を制御する グランド CS5

20 CS4 – CapSense ボタン、 GPO4 を制御する グランド CS4

21 I2C SDA DIO I2C データ プルアップ I2C SDA

22 I2C SCL DIO I2C クロック プルアップ I2C SCL

23 HI/BUZ/
GPO7

DO ホスト割り込み／ブザー出力／ GPO
( レジスタ  マップの SPO0)

参照 : 15 ページの未

使用 SPO ピン接続

GPO7

24 XRES XRES アクテ ィブ Low外部リセッ ト  ( このピンの

アクテ ィブ Low パルスが CapSense コン

トローラーをリセッ トする )

開放状態 XRES

25 センター 
パッ ド [1]

E-pad 機械的、熱的、 および電気的に 適な性能

を得るために、 VSS に接続する

開放の状態、 どの信

号にも接続されない

E-pad

凡例 : I = アナログ入力、 O = アナログ出力、 DIO = デジタル入力／出力、 DO = デジタル出力、 CS = CapSense ボタン、 PS = 近接センサー
aaaaaSH = シールド電極、 BUZ = ブザー出力、 GPO = 汎用出力、 GUARD = ガード  センサー、 SPO = 専用出力。

表 1.  ピン図および定義 - CY8CMBR3116 ( 続き )

24QFN

ピン図
ピン # ピン名 タイプ 説明 未使用の場合 デフォルト

設定

注 :
1. 機械的、 熱的、 および電気的に 適な性能を得るために、 QFN パッケージ中央のパッ ドを必ず接地 (VSS) に接続して く ださい。 接地に接続しないと、 どの信号

にも接続されずに開放されたままにしなければなりません。

2. この I/O は起動中にリセッ ト  (AXRES) ピンと して機能します。デバイスが正常に起動するために、電源投入中にこのピンはグランドに接続しないで ください。起

動時間後、 この I/O はピン名が示すように機能します。
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CY8CMBR3106S (16 個のセンシング入力 ； スライダーをサポート )

表 2.  ピン図および定義 - CY8CMBR3106S

24QFN

ピン図
ピン # ピン名 タイプ 説明 未使用の場合

デフォルト
設定

1 CS0/PS0 – CapSense ボタン／近接センサー 接地／接地 CS0

2 CS1/PS1 – CapSense ボタン／近接センサー 接地／接地 CS1

3 CS2 – CapSense ボタン グランド CS2

4 CS3 – CapSense ボタン グランド CS3

5 CMOD – 外 部 変 調 器 コ ン デ ン サ。

2.2nF/5V/X7RまたはNPOコンデンサ

を接続する

該当なし CMOD

6 VCC 電源 内部レギュレータ出力。 VDD > 1.8V
の場合、0.1µF デカップリング コンデ

ンサを接続する。 VDD が 1.71V ～

1.89V の場合、 このピンを VDD に短

絡させる

該当なし VCC

7 VDD 電源 電源 該当なし VDD

8 VSS 電源 グランド 該当なし VSS

9 SLD10 – スライ ド 1、 セグメン ト 0 グランド SLD10

10 SLD11 – スライ ド 1、 セグメン ト 1 グランド SLD11

11 SLD12 – スライ ド 1、 セグメン ト 2 グランド SLD12

12 SLD13 – スライ ド 1、 セグメン ト 3 グランド SLD13

13 SLD14 – スライ ド 1、 セグメン ト 4 グランド SLD14

14 CS11/SLD20 – CapSense ボタン／スライド 2、
セグメン ト 0

接地／接地 SLD20

15 CS12/SLD21 – CapSense ボタン／スライド 2、
セグメン ト 1

接地／接地 SLD21

16 CS13/SLD22 – CapSense ボタン／スライド 2、
セグメン ト 2

接地／接地 SLD22

17 CS14/SLD23 – CapSense ボタン／スライド 2、
セグメン ト 3

接地／接地 SLD23

18 CS15/SLD24[4] – CapSense ボタン／スライド 2、
セグメン ト 4

VDD に接続する／
VDD に接続する

SLD24

19 CS5/SH/HI – CapSense ボタン／シールド電極／
ホスト割り込み
( レジスタ  マップの SPO1)

参照 : 15 ページの未
使用 SPO ピン接続

CS5

20 CS4 – CapSense ボタン グランド CS4

21 I2C SDA DIO I2C データ プルアップ I2C SDA

22 I2C SCL DIO I2C クロック プルアップ I2C SCL

23 HI/BUZ O ホスト割り込み／ブザー出力。 
このピンはこのデバイスのSPO0と し
て動作する (レジスタ  マップのSPO0) 

参照 : 15 ページの未
使用 SPO ピン接続

HI

24 XRES XRES 外部リセッ ト 開放状態 XRES

25 センター パッ ド [3] E-pad 機械的、熱的、および電気的に 適な

性能を得るために、 VSS に接続する

開放の状態、 どの信

号にも接続されない

E-pad

凡例 : I = アナログ入力、 O = アナログ出力、 DIO = デジタル入力／出力、 CS = CapSense ボタン、 PS = 近接センサー、 SH = シールド電極、 BUZ = ブザー
出力、 SPO = 専用出力。

QFN
(Top View)
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S
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S
L

D
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CS1/PS1

注 :
3. 機械的、 熱的、 および電気的に 適な性能を得るために、 QFN パッケージ中央のパッ ドを必ずグランド  (VSS) に接続して ください。接地に接続しないと、 どの

信号にも接続されずに開放されたままにしなければなりません。

4. この I/O は起動中にリセッ ト  (AXRES) ピンと して機能します。 デバイスが正常に起動するために、 電源投入中にこのピンはグランドに接続しないで く ださい。

起動時間後、 この I/O はピン名が示すように機能します。
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CY8CMBR3108 (8 個のセンシング入力 )

表 3.  ピン図および定義 - CY8CMBR3108

16QFN

ピン図
ピン # ピン名 タイプ 説明 未使用の場合

デフォルト
設定

1 CS0/PS0 – CapSense ボタ ン／近接セン

サー : GPO0 を制御する

接地／接地 CS0

2 CS1/PS1 – CapSense ボタ ン／近接セン

サー : GPO1 を制御する

接地／接地 CS1

3 CMOD – 外 部 変 調 器 コ ン デ ン サ。

2.2nF/5V/X7R またはNPO コン

デンサを接続する

該当なし CMOD

4 VCC 電源 内部レギュレータ出力。 VDD >
1.8V の場合、0.1µF デカップリ

ング コ ンデンサを接続する。

VDD が 1.71V ～ 1.89V の場合、

このピンを VDD に短絡させる

該当なし VCC

5 VDDIO 電源 I2C や HI ライン用の電源 VDD に接続する VDDIO

6 VDD 電源 電源 該当なし VDD

7 VSS 電源 グランド 該当なし VSS

8 CS4/GPO0 I/DO CapSense ボタン／ GPO グランド／参照 : 15 ペー

ジの未使用 GPO ピン接続

GPO0

9 CS5/GPO1 – CapSense ボタン／ GPO グランド／参照 : 15 ペー

ジの未使用 GPO ピン接続

GPO1

10 CS6/GPO2 I/DO CapSense ボタン／ GPO グランド／参照 : 15 ペー

ジの未使用 GPO ピン接続

GPO2

11 CS7/GPO3/
SH

I/DO CapSense ボタ ン／ GPO ／

シールド電極。

( レジスタ  マップの SPO1)

参照 : 15 ページの未使用

SPO ピン接続

GPO3

12 CS2/GUARD[6] – CapSense ボタ ン、 GPO2 ／

ガード  センサーを制御する

VDDに接続する／VDDに

接続する

CS2

13 CS3 – CapSense ボタン : GPO3 を制

御する

グランド CS3

14 I2C SDA DIO I2C データ プルアップ I2C SDA

15 I2C SCL DIO I2C クロック プルアップ I2C SCL

16 HI/BUZ DO ホスト割り込み／ブザー出力

HI でのブザーやプルアップ抵

抗の電圧供給は VDDIO と同じ

でなければならない。

( レジスタ  マップの SPO0)

参照 : 15 ページの未使用

SPO ピン接続

HI

17 センター パッ ド [5] E-pad 機械的、 熱的、 および電気的に

適な性能を得るために、 VSS
に接続する

開放の状態、どの信号にも

接続されない

E-pad

凡例 : I = アナログ入力、 O = アナログ出力、 DIO = デジタル入力／出力、 CS = CapSense ボタン、 PS = 近接センサー
aaaaaSH = シールド電極、 BUZ = ブザー出力、 GPO = 汎用出力、 GUARD = ガード  センサー、 SPO = 専用出力。
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1
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5 6 7 8

注 :
5. 機械的、 熱的、 および電気的に 適な性能を得るために、 QFN パッケージ中央のパッ ドを必ずグランド  (VSS) に接続して ください。接地に接続しないと、 どの

信号にも接続されずに開放されたままにしなければなりません。

6. この I/O は起動中にリセッ ト  (AXRES) ピンと して機能します。 デバイスが正常に起動するために、 電源投入中にこのピンはグランドに接続しないで く ださい。

起動時間後、 この I/O はピン名が示すように機能します。
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CY8CMBR3110 (10 個のセンシング入力 )

表 4.  ピン図および定義 - CY8CMBR3110

16SOIC

ピン # ピン名 タイプ 説明 未使用の場合
デフォルト

設定 ピン図

1 I2C SDA DIO I2C データ プルアップ I2C SDA

2 I2C SCL DIO I2C クロック プルアップ I2C SCL

3 CS0/PS0 – CapSense ボタ ン／近接セン
サー : GPO0 を制御する

接地／接地 CS0

4 CS1/PS1 – CapSense ボタ ン／近接セン

サー : GPO1 を制御する
接地／接地 CS1

5 CMOD – 外 部 変 調 器 コ ン デ ン サ。

2.2nF/5V/X7R またはNPO コン

デンサを接続する

該当なし CMOD

6 VCC 電源 内部レギュレータ出力。 VDD
> 1.8V の場合、 0.1µF デカッ
プリ ング コンデンサを接続
する。VDD が 1.71V ～ 1.89V
の場合、 このピンを VDD に
短絡させる

該当なし VCC

7 VDD 電源 電源 該当なし VDD

8 VSS 電源 グランド 該当なし VSS

9 CS5/GPO0 I/DO CapSense ボタン／ GPO グランド／参照 : 15
ペ ー ジ の 未 使 用
GPO ピン接続

GPO0

10 CS6/GPO1 I/DO CapSense ボタン／ GPO グランド／参照 : 15
ペ ー ジ の 未 使 用
GPO ピン接続

GPO1

11 CS7/GPO2 I/DO CapSense ボタン／ GPO グランド／参照 : 15
ペ ー ジ の 未 使 用
GPO ピン接続

GPO2

12 CS8/GPO3 I/DO CapSense ボタン／ GPO グランド／参照 : 15
ペ ー ジ の 未 使 用
GPO ピン接続

GPO3

13 CS2/GUARD – CapSense ボタン、 GPO2 ／
ガード  センサーを制御する

接地／接地 CS2

14 CS9/GPO4/HI/
BUZ[7]

I/DO CapSense ボタン／ GPO ／
ホス ト 割り込み／ブザー出
力。
( レジスタ  マップの SPO1)

参照 15 ページの
AXRES ピンのため
の未使用 SPO ピン
接続

GPO4

15 CS3 – CapSense ボタン : GPO3 を
制御する

グランド CS3

16 CS4/SH I/O CapSense ボタン、 GPO4 ／
シールド電極を制御する 
( レジスタ  マップの SPO0)

参照: 15 ページの未
使用 SPO ピン接続

CS4

凡例 : I = アナログ入力、 O = アナログ出力、 DIO = デジタル入力／出力、 CS = CapSense ボタン、 PS = 近接センサー
aaaaaSH = シールド電極、 BUZ = ブザー出力、 GPO = 汎用出力、 GUARD = ガード  センサー、 SPO = 専用出力。

SOIC

CS5/GPO0

CS6/GPO1

CS8/GPO3

CS9/GPO4/HI/BUZ

CS3
16

15

14

13

12

11

1

2

3

4

5

6

7

8VSS
10

9

CS7/GPO2

CS2/GUARD

I2C SDA

I2C SCL

CS0/PS0

CS1/PS1

CMOD

VCC

VDD

CS4/SH

注 :
7.  この I/O は起動中にリセッ ト  (AXRES) ピンと して機能します。 デバイスが正常に起動するために、 電源投入中にこのピンはグランドに接続しないで く ださい。

起動時間後、 この I/O はピン名が示すように機能します。
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CY8CMBR3102 (2 個のセンシング入力 )

CY8CMBR3002 (2 個のセンシング入力 )

表 5.  ピン図および定義 - CY8CMBR3102

8SOIC

ピン # ピン名 タイプ 説明 未使用の場合
デフォルト

設定
ピン図

1 I2C SCL DIO I2C クロック プルアップ I2C SCL

2 CMOD – 外 部 変 調 器 コ ン デ ン サ。
2.2nF/5V/X7RまたはNPOコンデン
サを接続する

該当なし CMOD

3 VCC 電源 内部レギュレータ出力。VDD > 1.8V
の場合、0.1µF デカップリング コン
デンサを接続する。 VDD が 1.71V
～ 1.89V の場合、 このピンを VDD
に短絡させる

該当なし VCC

4 VDD 電源 電源 該当なし VDD

5 VSS 電源 グランド 該当なし VSS

6 CS1/PS1/
GPO0/SH

I/DO/O CapSenseボタン／近接センサー／
GPO／シールド電極 (レジスタ  マッ
プの SPO0)。

参照 : 15 ページの未
使用 SPO ピン接続

GPO0

7 CS0/PS0[8] – CapSense ボタン／近接センサー :
GPO0 を制御する

VDD に接続する／
VDD に接続する

CS0

8 I2C SDA DIO I2C データ プルアップ I2C SDA

凡例 : I = アナログ入力、 O = アナログ出力、 DIO = デジタル入力／出力、 CS = CapSense ボタン、 PS = 近接センサー、 SH = シールド電極、
GPO = 汎用出力、 SPO = 専用出力。

表 6.  ピン図および定義 - CY8CMBR3002

8SOIC

ピン # ピン名 タイプ 説明 未使用の場合 ピン図

1 GPO1 DO オープンドレイン LOW 駆動モー
ドでのアクテ ィブ LOW の GPO

グランド

2 CMOD I/O 外 部 変 調 器 コ ン デ ン サ。
2.2nF/5V/X7RまたはNPO コンデ
ンサを接続する

該当なし

3 VCC 電源 内部レギュレータ出力。 VDD >
1.8V の場合、0.1µF デカップリン
グ コンデンサを接続する。 VDD
が 1.71V ～ 1.89V の場合、このピ
ンを VDD に短絡する

該当なし

4 VDD 電源 電源 該当なし

5 VSS 電源 グランド 該当なし

6 CS1 – CapSense ボタン、GPO1 を制御
する

グランド

7 CS0[8] – CapSense ボタン、GPO0 を制御
する

VDD に接続する

8 GPO0 DO オープンドレイン LOW 駆動モー
ドでのアクテ ィブ LOW の GPO

グランド

凡例 : I = アナログ入力、 DO = デジタル出力、 CS = CapSense ボタン、 GPO = 汎用出力

SOIC

1
2
3

4

8
7
6
5

Vdd
P0[4], A, I
P0[2], A, I

P1[0], I2C SDA

, I, P0[5]
, I, P0[3]
CL, P1[1]

Vss

I2C SCL I2C SDA

CMOD

VCC

VDD

CS0/PS0

CS1/PS1/GPO0/SH

VSS

SOIC

1
2
3

4

8
7
6
5

Vdd
P0[4], A, I
P0[2], A, I

P1[0], I2C

, I, P0[5]
, I, P0[3]
CL, P1[1]

Vss

GPO1 GPO0

CMOD

VCC

VDD

CS0

CS1

VSS

注 :

8.  この I/O は起動中にリセッ ト  (AXRES) ピンと して機能します。 デバイスが正常に起動するために、 電源投入中にこのピンはグランドに接続しないで く ださい。

起動時間後、 この I/O はピン名が示すように機能します。
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未使用 SPO ピン接続

SPO が使用されない場合、SPO ピンの異なる設定に応じて推奨されるピン接続は以下の表に示します。 この表は起動中に AXRES
と して作動する SPO に応用されないことに注意して ください。

AXRES ピンのための未使用 SPO ピン接続

起動中に AXRES と して作動する未使用 SPO ピンは開放のままにし、 I2C 設定可能なレジスタ  マップにより無効にする必要があり
ます (Ez-Click または CY8CMBR3xxx CapSense Design Guide の 「CY8CMBR3xxx の設定」 節に記載されたその他の設定ツールを
使用します )。

未使用 GPO ピン接続

GPO が使用されない場合、 GPO ピンの異なる駆動モードに応じて推奨されるピン接続は以下の表に示します。 この表は起動中に
AXRES と して作動する GPO ピンに応用されないことに注意して ください。 

表 7.  未使用 SPO ピン接続

SPO ピン コ ン フ ィ
ギュレーシ ョ ン

未使用の場合、 推奨されたピン接続

CS グランドに接続

HI 開放状態

SH 開放状態

GPO 「未使用 GPO ピン接続」 表を参照

BUZ 開放状態

無効 開放状態

表 8.  未使用 GPO ピン接続

GPO 駆動モード 未使用の場合、 推奨されたピン接続

オープンドレイン - Low グランドに接続

ストロング 開放状態

http://www.cypress.com/?rID=90800
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デバイス機能の詳細 自動閾値

■ 環境のノイズに応じて、ボタン センサーの閾値パラメーター
を動的に設定する。 

■ レジスタ  マップにより有効／無効にすることができます。

■ ボタン センサーのみに対して適用可能。

■ EMC 機能から相互排他的である。EMC が有効にされると、自
動閾値が自動的に無効にされる。 

■ 計算した閾値をレジスタ  マップで指定した値で上書きする
ことが可能です。 詳細は CY8CMBR3xxx CapSense Design
Guide を参照ください。

感度制御

この機能により、 センサー状態変化 (OFF → ON、 または、 そ
の逆 ) を ト リガできるセンサー静電容量の 小変更の指定が可
能となります。

■ 感度は CapSense ボタンとスライダーそれぞれに対して指定
できる。

■ 感度は 4 つの値の 1 つとして指定できる：0.1pF、0.2pF、0.3pF
と 0.4pF

■ 高い感度値は、 厚いオーバレイまたは小さいボタン直径に使
用できる。

■ 低い感度値は、 電力消費量を 小限にするために、 大きいボ
タンまたは狭いオーバレイに使用する必要がある。

センサー自動リセッ ト

この機能は、 またアクテ ィブにされたとしても、 特定の期間が
経った後、 CapSense センサーを OFF 状態にリセッ ト します。

■ センサーがまたアクテ ィブにされたとしても、 特定の期間が
経った後、 センサー ベースラインを現行の Raw カウン トに
リセッ トする。 

■ センサーの近くに金属が置かれる時にセンサーが動作しない
状態を回避する。

■ 自動リセッ ト周期は 5 または 20 秒にセッ ト し、レジスタ  マッ
プにある 2 つのグローバル設定を通じて設定することができ
る。

❐ 全ての近接センサー用のグローバル設定
❐ CapSense ボタンとスライダー セグメン ト用のグローバル
設定

■ ガード  センサーは自動リセッ ト をしない。

図 3.  GPO0 ボタン自動リセッ トの例 (DC アクテ ィブ LOW
出力 )

表 9.  デバイスの機能の利点

機能 利点

自動閾値 異なる ノ イズ設定に応じ て、 セン
サーのすべての閾値パラ メーターを
自動的に調整する

感度制御 異なるオーバーレイやノ イズ条件に
応じて、 適なボタン操作機能を維
持する

センサー自動リセッ ト スタ ック  センサー ( フォールト ) 条
件の発生時、 センサーを再校正し、
ホス トへの無効なセンサー出力状態
を防止する

ノイズ耐性 外部ノ イズ耐性をサポート し、 ノ イ
ズ環境で誤ったト リガなしでタ ッチ
検出を可能とする

隣接センサー抑制 (FSS) 隣接したボタンのデザインでは、 複

数のボタン ト リガを防止する。 　

ホスト制御 GPO ホスト  プロセッサが I2C を通じて制

御することが可能な GPO ピン

LED ON 時間 タ ッチがリ リースされた後、GPO 出

力状態が設定期間で ON のままにし

て良い視覚フ ィードバッ クを提供す
る

トグル センサーを起動するたびにセンサー

出力状態を切り替えて メ カニカル

トグル ボタンの機能を模倣する

ブザー信号出力 ボタンを触る時に音を出す

ホスト割り込み センサー状態に変化がある時、 ホス
トへの割り込みを提供する

ラッチ状態出力 ホス トが活性化されていたセンサー
状態を読み込むまで、 レジスタのセ
ンサー状態変化をラ ッチする。 これ
により、ホストが CY8CMBR3xxx か

らホス ト割り込み信号の提供が遅く
なったと しても、 センサー状態が常
にホス トにより読み込まれることが

保証できる 

アナログ電圧出力 ボタン状態を電圧レベルで示す 

システム診断機能 生産テス トおよびデバッギングをサ
ポートする

低電力スリープ モード

およびディープ スリー

プ モード

電力消費量を減少する

CSx

GPOx

Auto Reset Period

GPOx turns inactive as Auto 
Reset period expired for CSx

Sensor 
Activated

Touch on Sensor
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ノ イズ耐性

■ CY8CMBR3xxx ファ ミ リは堅牢な CSD PLUS 静電容量セン
シング アルゴリズムを備える。

■ 電磁妨害を 小限にするために、 疑似ランダムシーケンス
(PRS) のクロック  ソースを使用する。

■ 外部の放射ノイズと伝導性ノイズにうま く対応できるノイズ
耐性アルゴリズム、すなわち、電磁環境適合性 (EMC) を提供
する。

❐ EMC アルゴリズムはより高い平均電力を消費する。ノイズ
がそんなに多く ないところで、 低電力アプリケーシ ョ ンの
ため、 EZ-Click を使用してこの機能を無効にできる。

■ メジアンおよび IIR フ ィルターをボタン センサーとスライ
ダー センサーに提供します。 

■ 高度な LOW パス (ALP) フ ィルターを近接センサーに提供し
ます。

隣接センサー抑制

■ 複数の隣接したボタンからの信号を識別して、 誤った接触を
除去する。

■ CapSense ボタンごとに別々に有効か無効にできる。 

■ FSS が有効になっている 2 つまたはそれより多くのセンサー
により、 接触が検知される時、 初に触れられたセンサーの
みはアクテ ィブ状態を通知する。

■ 1 度に 1 個のボタンのみが 指を触れた状態になれる。 

■ CapSense ボタンの上のみにサポート されます。

図 4.  FSS が有効になっているセンサー状態

汎用出力

■ 部品番号に応じて、 センサー入力または他の機能で多重化さ
れる 大 8 つの GPO をサポート します。

■ GPO 状態の制御をサポート します。 GPO は、 I2C インター
フェースを通じてセンサー入力またはホストによって制御さ
れるように設定することができます。

■ 設定可能なアクテ ィブLOWまたはアクテ ィブHIGH論理出力
をサポート します。 アクテ ィブ LOW 論理出力は、 電流シン
ク  モードで LED を直接駆動するように設定することができ
ます。アクテ ィブ HIGH 論理出力は、GPO をホスト と他の回
路とインターフェースするように設定できます。

■ GPOx 状態はディープ スリープ モードで保持されません。
GPOx 出力状態は、ディープスリープの時やディープ スリー
プからウェ イクアップの時にデフォルトにリセッ ト されま
す。

図 5.  CSx は GPOx を制御 ( アクテ ィブ HIGH 論理 )

■ 2 つの駆動モードをサポート します。

❐ アナログ電圧出力と LED直接駆動用のオープンドレイン駆
動モード  (HIGH-Z と GND)

❐ ホストや他の回路とインターフェースするためのスト ロン
グ駆動モード  (VDD と GND)

■ LED輝度調整用のGPOのPWMをサポート します。2つの異な
るデューテ ィ  サイクル ( アクテ ィ ブと非アクテ ィ ブ状態
デューティ  サイクル ) はセンサーの TOUCH と NO TOUCH
状態に設定できます。GPO がホスト制御である場合、および
PWM制御がGPO用にアクティブにされた場合、同じ TOUCH
と NO TOUCH のデューティ  サイクルが、 ホスト制御 GPO
の ON と OFF 状態に使用されます。

■ 近接センサーがアクテ ィ ブにされる時、 近接イベン トは各
GPO を制御します。近接センサーの接触イベン トは I2C レジ
スタ  マップのみを通じて示されます。

■ センサーの障害状態は、 電源投入時にシステム診断により、
各 GPO のパルス信号で示されます。

CS0 CS1 CS2 CS3

CS0 CS1 CS2 CS3

CS2 also touched along with CS1,
CS1 is reported ON

No sensor touchedCS0 CS2 CS3

CS0 CS2CS1 CS3

CS1

CS1 is touched, CS1 reported ON

Only CS2 is touched; reported ONCS2

CS1 CCCCS2

CSx

GPOx

Sensor 
Activated

Sensor 
Deactivated
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LED ON 時間

■ LED による良い視覚表示のため、 センサーの立ち下がりエッ
ジの後の特定期間で GPO の状態を ON に維持します。

図 6.  CSx は LED ON 時間がアクティブになっている GPO を
制御する

■ GPO が CapSense センサーにより直接制御される時にのみ、
アクテ ィブにできます。

■ センサーごとにアクテ ィブまたは非アクテ ィブにでき、ON時
間が 20-ms インクリ メン トで 0 ～ 2 秒に設定できます。

■ トグル モード以外、GPO の全ての設定でアクテ ィブにできま
す。

■ センサー自動リセッ トによりセンサー状態が OFF にされる
時、 適用不可能です。

トグル

■ コン ト ローラは、 センサーの活性化イベン トの全ての立ち上
りエッジに GPO 状態を トグルでき、 メカニカル トグル ス
イッチの機能を模倣するためのものです ( ボタン センサーの
接触イベン トや近接センサーの近接イベン トはセンサーをア
クテ ィブにする )。

図 7.  CSx は LED ON 時間がアクティブになっている GPO を
制御する 

■ GPO が静電容量センサーにより直接制御される時にのみ、ア
クテ ィブにできます。

■ 静電容量センサーごとに別々に有効か無効にできます。

■ GPOの全ての設定 (すなわち、アクテ ィブ LOW とアクテ ィブ
HIGH DC 出力、 PWM 出力、 オープンドレインおよびストロ
ング駆動モード ) でアクテ ィブにすることができます。 

ブザー信号出力

■ CapSense ボタンまたはガードセンサーが触れられる場合、
オーディオ フ ィードバックを生成する Piezo ブザーを駆動す
るための PWM 信号を作り出します。

■ 以下の図に示すように、 ブザー接続をサポート します。

図 8.  ブザー接続 [9]

■ PWM周波数は設定可能：様々なPiezo-ブザー駆動要求に対応
し、 様々なトーンを提供するために、 ブザー周波数は設定可
能です。 EZ-Click ツールを使用するか、 または、 対応する制
御レジスタに書き込むことでブザー 周波数は設定すること
ができます。 サポート されているブザー周波数については、
27 ページのシステム仕様をご参照ください。

■ 接触が検知される時、PWM 出力を固定期間 (ON 時間 ) で生成
します。 ON 時間は、 100ms ずつ、 100ms ～ 12.7s まで、
EZ-Click により設定可能です。

■ ブザー信号出力と EMC (CY8CMBR3xxx レジスタ TRM) は相
互排他的な機能です。 これらは同時にアクテ ィブにしてはい
けません。

図 9.  接触イベン トのブザー活性化

ブザー ON 時間が経過する前に、 複数のト リガ イベン トが発
生した場合、 ブザー出力は再起動しません。

CSx bit in 
BUTTON_STAT

GPOx

LED ON Time

BUTTON_STAT 
register shows 

sensor inactivation

CSx physical 
status

Sensor 
Deactivated

Button response time

Sensor 
Activated

CSx

GPOx

Sensor 
Activated

Sensor 
Deactivated

Sensor 
Activated

CY8CMBR3xxx

BUZ

Buzzer

VDDIO

CSx

BUZ

Buzzer ON Time

CSx Active

Sensor 
Activated

注 :
9. ブザーが VDDIO と BUZ ピンの間に接続されなければなりません。 VDDIO がデバイスにない場合、 ブザー を VDDIO の代わりに VDD に接続します。
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図 10.  連続的接触時のブザー動作

ブザーが現在アクテ ィブになっていない場合、 ブザー出力がト
リガ イベン トごとに開始します。 

■ ブザーがアクテ ィブの時、 ブザー出力が論理 HIGH 状態と論
理 LOW 状態を切り替えて、 アクテ ィブの時にブザーを駆動
します。ブザーが非アクティブの時、ブザー出力は論理 HIGH
状態のままです。

■ ブザー ON 時間は (1 to 127) × 100 ms の範囲になります。

ホス ト割り込み

この機能は、 CapSense センサーの状態の変化に応じて、 パル
ス信号を生成します。

■ ホスト割り込みは、 センサー状態またはスライダー位置に変
化がある時に HI ピンに生成されるアクティブ LOW パルス信
号です。

■ アクテ ィブ LOW ホスト割り込みパルスの期間は THI です (27
ページのシステム仕様をご参照ください )。 

■ 2つのHIパルスの間の 短時間は1つのリフレッシュ間隔に相
当する。

図 11.  CSx ボタンが別々に触れられたホスト割り込みライン

■ ホスト割り込みピンはオープン ドレイン LOW 駆動モードを
サポート します。

■ このピンはCY8CMBR3108のVDDIOにより電源を投入されま
す。これにより、チップ VDD より低い電圧レベルでホスト  プ
ロセッサとの通信が可能となります。 

■ 1つのピンのみは、複数のピンに対するホスト割り込み機能を
持つデバイス上のホスト割り込みとして設定されます。

ラ ッチ状態出力

■ ボタン接触を見逃さないように、 両方の現在の状態 (CS) と
ラ ッチ状態 (LS) を読み込むことを許可します。

■ CS と LS は、 それぞれ BUTTON_STAT と LATCHED_BUT-
TON_STAT レジスタにより、 読み込むことができます。

表 10 は CS と LS の様々な組み合わせを説明します。

アナログ電圧出力

一部のアプリケーシ ョ ンは、 効果的な方法としてアナログ電圧
を使ってホスト  コン ト ローラにセンサー状態を表示します。簡
単な外部抵抗ネッ トワークを CY8CMBR3xxx の GPO と使用し
て、 これらのアプリケーシ ョ ンに接触検知の時にアナログ出力
を生成することができます。 

CY8CMBR3xxx GPO はオープン ドレイン LOW 駆動モードを
サポート します。 このモードでは、 センサー 「TOUCH」 状態
は GPO の論理 LOW 信号で表示され、 「NO TOUCH」 状態は
HIGH-Z 信号で表示されます。 図 12 に示されるように、 セン
サーが触れされた時、対応するGPOが外部抵抗により論理LOW
信号に駆動されます。 これにより、 簡単な電圧分周器が成形さ
れ、 電圧出力が生成されます。 他の GPO は、 それらの対応す
るセンサーが 「NO TOUCH」 状態になっているため、 全て
HIGH-Z 状態になります。 

図 12.  GPO と抵抗ネッ トワークによる電圧出力生成 

出力アナログ電圧は以下の式に基づいて計算できます。

ここで、 Rn は任意の指定した GPO の直列抵抗値を示します。

注：1 つ以上のボタンが同時にアクテ ィブにされる場合、Rn が
全ての Rn 抵抗に等し く  ( パラレルに ) なります。
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CSx
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Sensor 
Re‐activated
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CSx

Sensor 
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THI

Sensor 
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表 10.  ラッチ状態の読み出し

CS LS 説明

0 0 CSx は現時点の I2C の読み出し中に触れられない。
近の I2C 読み出しの時、 ホス トは以前の CSx 接触を既に

アク ノ リ ッジした

0 1 CSx が現時点の I2C の読み出しの前に触れられた。
ホス トはこの CSx 接触を見逃した
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■ 図 12 に示される回路が動作するために、 GPO はアクテ ィブ
LOW 論理、 オープン ドレイン駆動モードで設定される必要
があります。 PWM はディセーブルにされ、 CSx-to-GPOx の
直接駆動がイネーブルにされる必要があります ( すなわち、
GPO がセンサー制御として設定される必要がある )。

■ 1 つのボタンのみが特定の時点で ON を通知されるために、
FSS 機能は有効にすることができます。

システム診断機能

システム診断は、 デバイスのリセッ ト時に、 誤センサー、 シー
ルドまたは CMOD 条件をテストする BIST 機能です。

■ センサーがこれらのテストで不合格した場合、50msのパルス
が対応する GPO に送信され ( すなわち、 CSx がテストで不
合格したら、パルスが GPOx で監視できる )、センサーがディ
セーブルにされます。

■ シールドがテストで不合格した場合、50msのパルスが全ての
GPO で送信され、 全てのセンサーがディセーブルにされま
す。

■ CMOD がテストで不合格した場合、 50ms のパルスが全ての
GPO で送信され、 全てのセンサーがディセーブルにされま
す。

■ システム診断不合格パルスはデバイスの起動時間以内送信さ
れます。

■ システム診断状態もレジスタ  マップで更新されます。 従っ
て、 ホストは I2C インターフェースを通じてテスト結果を読
み込むことができます。

センサー CP > 45pF

センサーの寄生容量が 45pF を超過したら、 そのセンサーは使
用できな く なります。

不適切な CMOD

4nF ＜ CMOD の値＜ 1nF の場合、 全てのセンサーは使用でき
な く なります (CMOD の推奨値は 2.2n)。

センサー短絡

システム診断は以下のエラーもチェ ックします。

■ センサーが Vss
[10] と短絡

■ センサーが VDD と短絡

■ センサーが他のセンサーと短絡

■ センサーがシールド と短絡

レジスタ設定可能性

CY8CMBR3xxx ファ ミ リは I2C設定可能なレジスタ  マップを備
えます。 表 11 に示すように、 CY8CMBR3xxx レジスタは 3 つ
のカテゴリに分類されます。

CY8CMBR3xxx デバイスは、 「Save」 命令の実行中またはその
他の誤ったイベン トに起因して生じた電源異常による設定デー
タの破損しないようにする安全にレジスタ  マップを更新する
仕組みを備えています。 

デバイスがデータを保存している間に設定データが破損した場
合、 次のリセッ トでデバイスは自ら 新の既知の有効な設定に
再設定します。Register TRM で説明したように、ユーザーが保
存した有効な設定がない場合、 デバイスは工場出荷時の初期設
定をロード します 

表 11.  CY8CMBR3xxx レジスタ

レジスタ  カ
テゴリ

レジスタ  
マップ 

アドレスの
範囲

説明

コンフ ィ
ギュレー

シ ョ ン レジ
スタ

0x00-0x7E これらのレジス タには CY8CM-
BR3xxx コン ト ローラー用のコン
フ ィギュレーシ ョ ン データが格納
される。ホストは CTRL_CMD コマ
ン ド  レジスタに書き込むこ とで、
これらのレジスタに書き込んで不
揮発性メモリにデータを保存でき
る。設定内容が不揮発性メモリに格
納され、デバイスがリセッ ト された
後にのみ、新しい設定が有効になる
ことに注意 (31 ページの CY8CM-
BR3xxx リセッ ト を参照 )。

コマンド  レ
ジスタ

0x80-0x87 これらのレジスタはホストからの

コマンドを受け入れる。 これらの

レジスタに書き込まれるコマンド

は I2C によるコマンドの認識後

TI2C_LATENCY_ MAX 期間以内に実行

される

ステータス 
レジスタ

0x88-0xFB これらは読み出し専用レジスタで、
コマンド実行、システム診断および
センサー データの状態を示す

注 :
10. 「センサーが Vss と短絡」 エラーは、 特定のパッケージで AXRES ピン以外、 全てのピンに対して検出されます。
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アプリケーシ ョ ン回路図の例

図 13.  4 個のボタンや 4 個の GPO を示す回路図の例

図 13[11, 12] では、 CY8CMBR3108 デバイスは以下の方法で設
定されます。

■ CS0–CS3 ： CapSense ボタン

❐ ノ イズ耐性を向上するため、全ての CapSense ピンは ( チッ
プの近く配置される ) 560 オーム直列抵抗を持つ必要があ
ります。

■ GPO0–GPO3 ： 外部 LED へ

❐ CY8MBR3xxxデバイスはHIGH吸いこみ電流能力を持つた
め、 各 LED がシンキング モードで接続されます。

❐ 直列抵抗は、GPO 電流を IIL 制限に限定するように、接続さ
れます。

■ CMOD ピン ： 2.2nF のコンデンサを通して接地

■ VCC ピン ： 0.1µF のコンデンサを通して接地

■ VDD ピン ： 外部電源電圧へ

❐ 1µF と 0.1µFのデカップリング コンデンサはVDD ピンへ接
続される。

■ VDDIO ピン ： 電源電圧 (≤ VDD) へ
❐ VDDIO は I2C と HI ラインに電源投入
❐ 1µF デカップリング コンデンサは VDDIO へ接続

■ I2C_SDA と I2C_SCL ピン ： 330 オームの抵抗を通じて I2C
ヘッダーに接続

❐ I2C 通信に対して、 I2C ラインプルアップ抵抗が、 I2C ヘッ
ダーの外のホスト側にあることが仮定されます。

■ HI ピン ： ホストへ 
❐ 変わったセンサー状態を読み込む I2C ト ランザクシ ョ ンを
初期化するように、 ホスト を求める。
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注 :
11. 1.71V  VDD 1.89V. の場合、 VCC が VDD と接続されなければなりません。

12.適当な接地 レイアウトはより良い SNR 動作に大切です。 全てのレイアウト  ガイ ド ラインについては、 CY8CMBR3xxx CapSense デザイン ガイ ド と CapSense
入門ガイ ドをご参考ください。
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図 14.  複数のセンサータイプを示す回路図の例

図 14[13, 15] では、CY8CMBR3106S デバイスは以下の方法で設
定されます。

■ PS0 ： CapSense 近接センサー

■ CS1–CS4 ： CapSense ボタン [14]

■ CMOD ピン ： 2.2nF のコンデンサを通して接地

■ VCC ピン ： 0.1µF のコンデンサを通して接地

■ VDD ピン ： 外部電源電圧へ

❐ 1µF と 0.1µFのデカップリング コンデンサはVDD ピンへ接
続される。

■ SLD10-SLD14 ： CapSense リニア スライダー セグメン ト

■ SLD20-SLD24 ： CapSense ラジアル スライダー セグメン ト

■ BUZ ： ブザーへ

❐ AC ブザー (1 ピン )
❐ ブザー第 2 ピンの接地

■ I2C_SDAと I2C_SCLピン：330オームの抵抗を通じて I2Cヘッ
ダーに接続 I2C ラインプルアップ抵抗が、 I2C ヘッダーの外
のホスト側にあることが仮定されています。

❐ I2C 通信用。

■ HI ピン ： ホストへ 
❐ 変わったセンサー状態を読み込む I2C ト ランザクシ ョ ンを
初期化するように、 ホスト を求めるため。

■ XRES ピン ：開放 
❐ 外部リセッ ト用。
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注 :
13. 1.71V  VDD  1.89V の場合、 VCC が VDD と短絡されなければなりません。

14. ノ イズ耐性を向上するため、 全ての CapSense ピンは 560 オーム直列抵抗を持っています ( チップの近く配置される )

15.適当な接地 レイアウトはより良い SNR 動作に大切です。全てのレイアウト  ガイド ラインについては、CY8CMBR3xxx CapSense デザイン ガイド と CapSense
入門 ガイドをご参考く ださい。
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電源供給情報

CY8CMBR3xxx コン トローラ  ファ ミ リは 3 つの電源供給 VDD、
VCC、 VDDIO を含みます。

■ VDD: これはチップへの主な電源で、 1.8V±5% ( 外部安定化

モードで ) から、 または 1.8 ～ 5.5V ( 内部安定化モード ) で
電源投入できます。 CapSense コン ト ローラは VDD 電源によ

り投入され、全ての I ／ O 信号レベル (I2C ライン、HI と XRES
を除く ) は VDD 電源に関して参照されます。 VDDIO を持たな

いパッケージに対して、 I2C SDA、 I2C SCL、 HI と XRES 信

号レベルが VDD 電源に関して参照されます。

■ VDDIO： これは、CY8CMBR3108 の I2C SDA、 I2C SCL、HI お
よび XRES 線用の電源入力です。 これらの I ／ O の信号レベ

ルは VDDIO に関して参照されます。 VDDIO 電源は 低 1.71V
から、 高 VDD 電源の電圧までなれます。VDDIO は VDD 電源

の電圧より高いもので電源投入されていけなません。

VDDIO は選択したパッケージにのみあります。 VDDIO を持た

ないパッケージに対して、 I2C SDA、 I2C SCL、 HI と XRES
信号レベルが VDD 電源に関して参照されます。

■ VCC ： これはコアや静電容量センシング回路を電源投入する

内部レギュレータ出力です。 0.1µF、 5-V セラ ミ ック  コンデ

ンサは、 良い動作のために、 VCC ピンの近くに接続される必

要があります。

■ 電源シーケンス：CY8CMBR3xxxデバイスでは、電源供給シー
ケンスが VDD と VDDIO 電源に必要がありません。 これらの
電源のどちらかが他のものより早 くか遅 く ランプできます。

VDDIO が VDD より大き く なってはいけないという ことのみ
は要求されます。

■ 1.8V の外部調整動作：VDD が 1.8V ±5% 電源で投入される時、
VCC と VDD ピンは外部で短絡される必要があり、
DEVICE_CFG3 レジスタの SUPPLY_LOW_POWER ビッ ト
は I2C インターフェースを通じて 1 にセッ ト される必要があ
ります ( レジスタの詳細については、 CY8CMBR3xxx レジス
タ TRM をご参照ください )。 VCC と VDD ピンが短絡され
る時、 内部電圧レギュレータがバイパスされます。 この条件
下で、 VDD が 1.89V を超えないように確保して ください。

注 ： EZ-Click がデバイスを設定するには使用される場合、 それ
は、 EZ-Click で選択された電圧設定に基づいて、 必要なレジス
タ設定を自動的に処理します。

CY8CMBR3xxx コン ト ローラ  ファ ミ リは動作用に 1.8V～ 5.5V
に工場で設定されます。 工場設定デバイスを 1.8V の外部調整
動作に設定するには、 以下の手順通り進めて く ださい。 

■ VDD と VCC を短絡します。

■ デバイスを 1.8V で電源投入する ( 注意 ：
SUPPLY_LOW_POWER ビッ トの値を問わず、 デバイスは
設定のために 1.8V で電源投入できる ； CapSense 動作のみ
は、 SUPPLY_LOW_POWER ビッ トが正し く設定されない
場合、 保証されない )。 

■ EZ-Click を使って、 デバイスを 1.8V の動作に設定する。

■ 保存し、 デバイスをリセッ ト します。

■ 接地についての注意 ： デバイスの VSS ピンと金属パッ ド
(E-pad) とも接地される必要があります。

図 15.  CY8CMBR3xxx CapSense コン ト ローラの電源接続 [16]

*SUPPLY_LOW_POWER bit in DEVICE_CFG3 register should be set to 1 
to operate device at 1.8V (±5%)
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注 :
16.適切な接地レイアウトはより良い SNR 動作に大切です。 CY8CMBR3xxx CapSense デザイン ガイド と CapSense 入門ガイ ドに述べているレイアウト  ガイド ラ

インをご参考ください。

http://www.cypress.com/?rID=90802
http://www.cypress.com/?rID=90802
www.cypress.com/EZ-Click
www.cypress.com/EZ-Click
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電気的仕様

絶対 大定格

動作温度

DC 特性

チップ レベルの DC 仕様

表 14 の仕様は –40 °C  TA  85 °C の条件で有効になります。 標準値が TA = 25°C、 VDD = 3.3V で指定され、 デザイン ガイド向け
のみです。

表 12.  絶対 大定格 [17]

パラメーター 説明 条件 Min Typ Max 単位

VDD_MAX VSS と相対的 VDD ピンの 大電圧 –40°C ～ +85°C TA、 絶対 大値 –0.5 – 6 V

VDDIO_MAX VSS と相対的な VDDIO ピンの 大電圧 –40°C ～ +85°C TA、 絶対 大値 0.5 – 6 V

VCC_MAX VSS と相対的な VCC ピンの 大電圧 絶対 大値 –0.5 – 1.89 V

VIO I/O の VSS と相対的な DC 入力電圧 –40°C ～ +85°C TA、 絶対 大値 –0.5 – VDD+0.5 V

ESD_HBM 静電気放電、 人体モデル 人体モデル ESD 2200 – – V

ESD_CDM 静電気放電、 帯電デバイス モデル 帯電デバイス モデル ESD 500 – – V

ILU ラッチアップ電流限定
入力または出力、 ピン - ピンまたはピン -
電源のいずれかへの 大／ 小電流

–140 – 140 mA

IIO GPIO ごとの電流 – – 25 mA

表 13.  動作温度

パラメーター 説明 条件 Min Typ Max 単位

TO 動作温度 システムカバー内の周囲温度 –40 25 85 °C

TJ 接合部温度 –40 – 100 °C

表 14.  チップ レベルの DC 仕様

パラメーター 説明 条件／詳細 Min Typ Max 単位

VDD チップ電源電圧

VCC は VDD と短絡される 1.71 1.8 1.89 V

VCCはVDD と短絡されないVCCは0.1µFデ
カップリング コンデンサに接続される

1.8 – 5.5 V

VDDIO 電源電圧 I/O

1.71V < VDD < 1.89V 1.71 – VDD V

1.8V < VDD < 5.5V 1.71 – VDD V

VDD_RIPPLE 10MHzでのDC電源の 大許容リ ップル

+25°C TA、 VDD > 2V、 感度   0.1pF – – ±50 mV

+25°C TA、 VDD > 1.75V、 CP < 20pF、
感度 = 0.4pF

– – ±25 mV

CEFC
外部レギュレータ電圧バイパス (VCC ピ
ンに接続されるコンデンサ )

X5R セラ ミ ック ±10% またはこれより良質
のもの

– 0.1 – µF

CEXC
VDD の電源供給デカップリング コンデ
ンサ

X5R セラ ミ ックまたはこれより良質のもの – 1 – µF

注 :
17. 表 12 に記載されている絶対 大条件を超えて使用すると、デバイスに恒久的なダメージを与える可能性があります。長時間にわたって絶対 大条件下に置く と、

デバイスの信頼性に影響する可能性があります。 大保管温度は JEDEC 標準 「JESD22-A103、 High Temperature Storage Life」 に準拠した 150°C です。 絶対

大条件以内で使用している場合でも、 標準的な動作条件を超えているときは、 デバイスが仕様どおりに動作しない可能性があります。
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XRES の DC 仕様

DC I ／ O ポートの仕様

表 16 の仕様は –40 °C  TA  +85 °C で有効になります。 標準値が TA = 25°C で指定され、 デザイン ガイド向けのみです。

AC 電気的仕様

XRES の AC 仕様

表 15.  XRES の DC 仕様

パラメーター 説明 条件／詳細 Min Typ Max 単位

VIH_XRES XRES ピンの HIGH 入力電圧の閾値 CMOS 入力 0.7*VDD – – V

VIL_XRES XRES ピンの LOW 入力電圧の閾値 CMOS 入力 – – 0.3*VDD V

CIN_XRES XRES ピンの入力容量 – – 7 pF

VHYSXRES XRES ピンの入力電圧ヒステリシス

VDD ≤ 4.5V – 0.05*VDD – mV

VDD > 4.5V 200 – – mV

RPULLUP プルアップ抵抗 3.5 5.6 8.5 k

表 16.  DC I/O ポートの仕様

パラメーター 説明 条件 Min Typ Max 単位

VOH HIGH レベル出力電圧
VDD = 3V の時、 IOH = –4mA VDD–0.6 – – V

VDD = 1.8V の時、 IOH = –1mA VDD+0.5 – – V

VOL LOW レベル出力電圧

VDD = 1.8V の時、 IOL = 4mA – – 0.6 V

VDD = 3V の時、 IOL = 10mA – – 0.6 V

CPIN ピン静電容量
すべての VDD、 すべてのパッケー

ジ、 すべての I/O
– 3 7 pF

ITOT_GPIO 大の合計シンク電流 – – 85 mA

表 17.  チップ レベルの AC 仕様

パラメーター 説明 条件 Min Typ Max 単位

TSR_POWER_UP 電源投入時の電源供給スルー レート –40°C ≤ TA ≤ 85°C、 すべての VDD 1 – 67 V/ms

注 :
18. VIH は VDD + 0.2V を超えてはいけません。

表 18.  XRES の AC 仕様

パラメーター 説明 条件／詳細 Min Typ Max 単位

TXRES 外部リセッ ト  パルス幅 –40°C ≤ TA ≤ 85°C、 全ての VDD 5 – – µs
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メモリ

I2Cの仕様

表 19.  フラッシュ仕様

パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 条件／詳細

FEND
[19]

フラ ッシュ書き換え回数 100K – – cycles

FRET
[19] フラ ッシュデータ保持期間 TA ≦ 55 ℃ , 

100 K プログラム / 消去 cycles
20 – – 年

表 20.  I2C の仕様

パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 条件

FSCLI2C_FM I2C SCL クロック周波数 0 – 400 kHz

THDSTAI2C_FM ホールド時間 ( 反復 ) START 条件； この時間の
経過後、 初のクロック  パルスが生成される

0.6 – – µs

TSUSTAI2C_FM 反復 START 条件のセッ トアップ時間 0.6 – – µs
TLOWI2C_FM SCL クロックの LOW 期間 1.3 – – µs
THIGHI2C_FM SCL クロックの HIGH 期間 0.6 – – µs

THDDATI2C データ  ホールド時間 0 – – µs
TSUDATI2C_FM データ  セッ トアップ時間 100 – – ns

TSUSTOI2C_FM I2C STOP 条件のセッ トアップ時間 0.6 – – µs

CB_FM 各 I2C バス ラインの静電容量負荷 – – 400 pF

TVDDATI2C_FM データ有効時間 – – 0.9 µs
TVDACKI2C_FM データ有効承認時間 – – 0.9 µs

TSPI2C_FM 入力フ ィルターによって抑制されるスパイクの
パルス幅

– – 50 ns

TBUFI2C_FM STOP と START 条件との間のバス空き時間 1.3 – – µs

VIL_I2C 入力 LOW 電圧 –0.5 – 0.3 * VDD V 2mA シンク

VIH_I2C 入力 HIGH 電圧 0.7* VDD – – V 2mA シンク

VOL_I2C_L 出力 LOW 電圧、 低供給範囲 – – 0.2 * VDD V VDD < 2V、 3mA シンク

VOL_I2C_H 出力 LOW 電圧、 高供給範囲 – – 0.4 V VDD > 2V、 3mA シンク

IOL_I2C_FM I2C 出力 LOW 電流 6 – – mA
高速モード、 1.71V ≤ VDD ≤ 5.5V、
負荷 = CB_SM、 VOL = 0.6V

I2C_VHYS_HV I2C 入力ヒステリシス 0.05 * VDD – – mV
高速や標準モード I2C 速度。
2V ≤ VDD ≤ 4.5V

I2C_VHYS_5V5 I2C 入力ヒステリシス 200 – – mV
高速や標準モード I2C 速度。
4.5V < VDD < 5.5V

I2C_VHYS_LV I2C 入力ヒステリシス 0.1 * VDD – – mV
高速や標準モード I2C 速度。
VDD < 2V

注 :
19.特性により保障されています。
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図 16.  高速または標準モードの I2C バス タイ ミング図

システム仕様

以下の表の仕様は、 他に指定されない限り、 TA = 25°C と VDD = 5V で有効になります。 

表 21.  システム仕様

パラメーター 説明 条件／詳細 Min Typ Max 単位

CP センサーの寄生容量範囲をサポート している

0.2pF 感度、 SNR 5:1 5 – 45 pF

0.1pF 感度、 SNR 5:1 12 – 35 pF

0.1pF 感度、 SNR 4:1 5 – 45 pF

CMOD CMOD 外部コンデンサの値
5V レート、 X7R または NP0 コン
デンサ
CP ≤ 45pF

– 2.2 – nF

IAVG_NT 指の接触なしのボタン当たりの平均電流 

VDD = 5V、 3.3V、 2.5V、 1.8V、

CP = 10pF、 2 つのボタン、

リフレッシュ間隔 = 120ms、
EMC 無効、 0.4pF 感度

– – 22 μA

IAVG_WT 指が接触した際の平均電流

VDD = 5、 3.3V、 2.5V、 1.8V、

CP = 10pF、 8 つのボタン、

リフレッシュ間隔 = 120ms、
EMC 無効、 0.4pF 感度

– – 600 mA

IAVG_WF EMC のある平均電流

VDD = 5V、 3.3V、 2.5V、 1.8V、 

CP = 10pF、 8 つのボタン、 

リフレッシュ間隔 = 120ms、
EMC 有効、 0.4pF 感度

– – 300 mA
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IAVG_NF EMC なしの平均電流

VDD = 5V、 3.3V、 2.5V、 1.8V、

CP = 10pF、 8 つのボタン、

リフレッシュ間隔 = 120ms、
EMC 無効

– – 100 mA

IDS I2C が ON になる状態のディープ スリープ電流 VDD ≤ 3.3V、 TA = 25°C、 I2C 有効 – 2.5 – mA

TBOOT_SYS

有効化したシステム診断や無効化した EMC の

ある場合の起動時間 ( 電源投入時からセンサー

が初めてスキャンするまでの時間 ) 
16 つのボタン、 CP ≤ 18pF – – 900 ms

TBOOT_WF

システム診断なしで、 EMC が有効化された場

合の起動時間 ( 電源投入時からセンサーが初め

てスキャンするまでの時間 )
10 つのボタン、 CP ≤ 18pF – – 850 ms

TBOOT

システム診断なしで、 EMC が無効化された場

合の起動時間 ( 電源投入時からセンサーが初め

てスキャンするまでの時間 )
16 つのボタン、 CP ≤ 18pF – – 400 ms

TBOOT_SYS_WF

システム診断と EMC が両方有効化された場合

の起動時間 ( 電源投入時からセンサーが初めて

スキャンするまでの時間 )
10 つのボタン、 CP ≤ 18pF – – 1350 ms

TI2CBOOT
起動時間 ( 電源投入から I2C が準備できている

までの時間 )
– – 15 ms

TI2C_LATENCY_
MAX

I2C コマンドから実行までの時間 ( 「保存」 [20]

コマンドを除くすべてのコマンドに対して ) 
– – 50 ms

THI ホスト割り込みパルス幅 5V、 1.8V 200 – 700 ms

FBUZ_4 ブザー出力周波数 5V、 1.8V – 4.00 – kHz

FBUZ_2.67 ブザー出力周波数 5V、 1.8V – 2.67 – kHz

FBUZ_2 ブザー出力周波数 5V、 1.8V – 2.00 – kHz

FBUZ_1.60 ブザー出力周波数 5V、 1.8V – 1.60 – kHz

FBUZ_1.33 ブザー出力周波数 5V、 1.8V – 1.33 – kHz

FBUZ_1.143 ブザー出力周波数 5V、 1.8V – 1.14 – kHz

FBUZ_1 ブザー出力周波数 5V、 1.8V – 1.00 – kHz

FPWM GPO PWM 周波数 5V、 1.8V – 106.7 – Hz

TSNS_RST5 センサー自動リセッ ト間隔 5 秒 5V、 1.8V – 5 – 秒

TSNS_RST20 センサー自動リセッ ト間隔 20 秒 5V、 1.8V – 20 – 秒

TFAULTY_SNS_P
ULSE

対応するCSxがシステム診断テストで不合格し
た場合の GPOx のパルス幅

– 50 – ms

CP_SHIELD シールド電極にサポート される 大 CP – – 100 pF

表 21.  システム仕様 ( 続き )

パラメーター 説明 条件／詳細 Min Typ Max 単位

注 :
20. コマンドの保存を行うには 220 ms がかかります。
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消費電力や動作状態

CY8CMBR3xxx ファ ミ リのコン ト ローラは、複数の低消費電力
動作状態になるよ うに設計されており、 電池駆動アプリケー
シ ョ ンによる低消費電力要件を満たすことができます。 これら
のコン ト ローラは以下の動作状態があります (図 17をご参照く
ださい )。

1. ブート ：デバイスは 新の既知の設定データをロード し、シ
ステム診断のテストを行います。

2. アクテ ィブ ： センサーは、接触、近接またはスライダー上の
指の位置を確定するために、 固定的なリフレッシュ  レート
でスキャンされ、 設定済みの出力 (GPO、 ブザーと HI) は全
て駆動されます。この状態のリフレッシュ時間はセンサーの
スキャン時間と処理時間の合計または 20ms ( 一般的に ) の
いずれか高い方です。

3. Look-for-Touch ： 全てのセンサーは、 はるかに遅いユーザー
設定リフレッシュ間隔でスキャンされ、イネーブルにされた
GPO (PWM または DC トグルなど ) が駆動されます。

4. Look-for-Proximity ： 接近ウェイクアップ用にイネーブルに
された近接センサーのみがスキャンされます。この状態で駆
動される出力がありません。

5. デ ィ ープス リープ ： スキャ ン されるセンサーがな し で、
CY8CMBR3xxx デバイスは、 処理なしで、 低消費電力状態
になります。 GPO 状態はディープスリープモードでデフォ
ルト値にリセッ ト されます。

6. 設定：スキャンまたは通知が行われず、デバイスは、設定が
有効になるまで 1 つのリセッ ト を待機します。

CY8CMBR3xxx コン ト ローラは 4 つの動作状態 ( ブート、 アク
テ ィブ、 Look-for-Touch と Look-for-Proximity) の間の遷移を自
動的に管理します。 ホス トはディープスリープ状態に出たり、
入ったりする遷移を強制できます。ホスト  コマンドは設定デー
タを修正することができ、 設定状態への遷移を起こします。 設
定データが破損される場合、 コンフ ィギュレーシ ョ ン状態への
遷移は起動後にも自動的に発生します。

アクテ ィブ状態は、 ボタン接触と近接イベン トへの迅速な応答
用の HIGH リフレッシュ  レート  ( すなわち、LOW リフレッシュ
間隔 ) を強調します。 Look-for-Touch 状態は、NO TOUCH の期
間中、 低電力をイネーブルにします。 

Look-for-Proximity 状態は、センサーの近くに人体の存在がない
時に超低消費電力を可能にします。 ウェイク  オン アプローチ
機能がイネーブルにされる ( トグルがディセーブルにされる )
場合にのみ、 こ の状態に遷移 さ れま す。 こ の状態では、

CY8CMBR3xxx コン ト ローラは、 定期的に近接センサーをス
キャンして人体の存在を確定します。 それらは、 人体の存在を
検知すると、 全てのセンサーを遅いユーザー設定リフレッシュ
間隔でスキャンする Look-for-Touch 状態に遷移します。 タ ッチ
が検出された場合、コン ト ローラはアクテ ィブ状態になります。
接触が存在する限り、 コン ト ローラはアクテ ィブ状態のままで
す。 この状態で、 それらはセンサー状態を更新し、 対応する出
力を駆動します。 NO TOUCH が検知されず、 ブザーが駆動さ
れない場合、アクテ ィブから Look-for-Touch への遷移が起こり
ます。 同様に、 NO PROXIMITY が検知されない場合、
Look-for-Touch から Look-for-Proximity への遷移が起こります。

以下のパラメーターが動作状態を設定します。

■ 状態タイムアウト  ( レジスタ  STATE_TIMEOUT) は以下のも
のを定義する。

❐ アクティブ状態での NO TOUCH 動作の 短時間 ( 秒 )
❐ Look-for-Touch 状態への遷移を ト リガするための 短時間
❐ Look-for-Touch 状態での NO TOUCH 動作の 短時間
❐ Look-for-Proximity state 状態への遷移を ト リガするための

短時間

■ リフレッシュ間隔 ( レジスタ  REFRESH_CTRL) は、Look for
Touch と Look-for-Proximity状態での後続スキャンの間の 短
時間を定義する。 

■ アクテ ィブ状態用のリフレッシュ間隔は20 msに固定される。 

アクテ ィブ、 Look-for-Touch および Look-for-Proximity の 3 つ
の動作状態中、 各リフレッシュ間隔以内にデバイスは、 必要な
センサーをスキャンし処理した後に低消費電力状態に入りま
す。 これは、 全てのリフレッシュ間隔以内、 低平均電力消費
量を維持することに役立ちます。 I2C バス上に I2C ト ラフ ィ ッ
クが検出された時、または I2C_SCL が LOW に維持された時に
は、 デバイスはセンサーのスキャンと処理後に低消費電力状態
に移行しません。 これは、 デバイスが定期的な低消費電力状態
への移行のため I2C ト ランザクシ ョ ンに不要な NACK 信号を送
信しないようにします。従って、デバイスは I2C インターフェー
スが空き状態になり、 I2C ラインは電力 適化によりプルアッ
プになることを必要とします。

低消費電力設計上の注意事項の詳細は CY8CMBR3xxx
CapSense Design Guide の 「低消費電力向けのシステム設計推
奨項目」 節を参照く ださい。

http://www.cypress.com/?rID=90800
http://www.cypress.com/?rID=90800
http://www.cypress.com/?rID=90800
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図 17.  CY8CMBR3xxx 動作状態および遷移
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応答時間

ボタンと近接センサー用の応答時間は、 デバイスが有効な活性
化か非活性化イベン ト と してセンサーを検知できるようにセン
サーがアクテ ィブ／非アクテ ィブ ( 接触または近接の存在 ) で
ある必要がある 短時間です。

CY8CMBR3xxx デバイスファ ミ リでは、異なるセンサーの応答
時間の数はデザイン ツール ボックスを使用することで予測で
きます。 以下の応答時間はツール ボックスで提供されます。

■ RFBT ： この値は、 デバイスが Look-for-Touch または

Look-for-Proximity 動作状態にある時の 初のボタン接触用

の応答時間を示す。 

■ RCBT ： この値は、デバイスがアクテ ィブ動作状態にある時の

連続的ボタン接触用の応答時間を示す。 

■ RFST ： この値は、デバイスが Look-for-Touch 動作状態にある

時の 初のスライダー接触用の応答時間を示す。 

■ RCST ： この値は、デバイスがアクテ ィブ動作状態にある時の

連続的スライダー接触用の応答時間を示す。 

■ RBSR ： この値は、デバイスがアクテ ィブ動作状態にある時の

ボタンとスライダーのリ リース イベン ト用の応答時間を示

す。 

■ RProx ： この値は、 近接センサーで有効な近接イベン ト を検

知する用の応答時間を示す。

■ RProx_release ： この値は、 近接センサーで近接リ リース イ
ベン ト用の応答時間を示す。

CY8CMBR3xxx リセッ ト

CapSense コン ト ローラの CY8CMBR3xxx ファ ミ リは、 3 つの
リセッ ト  オプシ ョ ン - 2 つのハードウェア リセッ トおよび 1 つ
のソフ トウェア リセッ ト を持ちます。

■ ハードウェア リセッ ト

❐ 電源リセッ ト  – CapSense コン ト ローラの VDD ピンで電源
を トグルすると、 コン トローラはリセッ ト されます。

❐ XRES リセッ ト  – TXRES期間でデバイス XRES ピンを LOW
にプルしてから、 HIGH にプルする。 

■ ソフ トウェア リセッ ト

ソフ トウェアをリセッ トするために、 1 SW_RESET コマンド
をコマンド  レジスタに書き込んで く ださい。 全ての 3 つのリ
セッ トは機能が同様で、 CapSense コン ト ローラは、 全てのリ
セッ トの後、 ブート状態に入ります ( 消費電力や動作状態 をご
参照ください )。

ホス ト通信プロ ト コル

CY8CMBR3xxx CapSense コン ト ローラは I2C インターフェー
スを通じてホストへ通信します。 I2C は、 以下の 2 線を使用す
る簡単な 2 線式の同期通信プロ ト コルです。

■ シリアル クロック  (SCL) – この線は、スレーブをマスタと同
期化するために使用される。

■ シリアル データ  (SDA) – この線は、マスタとスレーブとの間
にデータを送信するために使用される。

CY8CMBR3xxx I2C インターフ ェースは以下の機能を持ちま
す。

■ ビッ ト  レート 400kbps

■ 設定可能 I2C スレーブ アドレス (7 ビッ ト )

■ 処理中にバス ストールまたはクロック  スト レッチは発生し
ない 

■ 読み込みと書き込み用の I2C マスタへのレジスタ  ベース アク
セス

■ 繰り返し START をサポート

CY8CMBR3xxx CapSenseコン ト ローラはシングル スレーブま
たはマルチ スレーブ環境の一部です。 

図 18.  1 マスタと 1 スレーブとの間の I2C 通信

I2C スレーブ アドレス

I2C バスで各デバイスを識別するために、 固有の 7 ビッ ト I2C
スレーブ アドレスが使用されます。マスタがバスでスレーブと
通信したい時、 適切な I2C アドレスがその後に続く START 条
件を送信します。START 条件は、新たなト ランザクシ ョ ンが開
始する時に、 バス上の全てのスレーブを警告します。 I2C アド
レスを指定されたスレーブはマスタを認識します。 全ての他の
スレーブは、 次の START 条件が検出されるまでに、 他のト ラ
フ ィ ックを無視します。

CY8CMBR3xxx デバイスの 7 ビッ ト I2C スレーブ アドレスは
CY8CMBR3xxx Registers TRM に記載された I2C_ADDR レジ
スタの内容を変更して設定することができます。 CY8CM-
BR3xxx レジスタを設定方法の詳細は CY8CMBR3xxx 
CapSense Design Guide の 「CY8CMBR3xxx の設定」 節を参
照ください。

I2C アドレスは 0x08 ～ 0x77 の任意の値に設定できます。すべ
てのCY8CMBR3xxxデバイスのデフォルト I2Cアドレスは0x37
です。
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http://www.cypress.com/?rID=90802
http://www.cypress.com/?rID=90802
http://www.cypress.com/?rID=90800
http://www.cypress.com/?rID=90800
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I2C 通信ガイ ド ライン

1. デバイスのリセッ ト後、ホストは、I2C 通信を起動する前に、
TI2CBOOT時間で待機しなければなりません。CY8CMBR3xxx
CapSense コン ト ローラ  ファ ミ リは、 ホス トがこの時間が
経つ前に通信しよう とする場合、 NACK を生成します。

2. CY8CMBR3xxx コン ト ローラは、低消費電力状態 ( 動作状態
の い ず れ か 中 ： デ ィ ー プ ス リ ー プ、 Look-for-Touch、
Look-for-Proximity またはアクテ ィブ ) に入っているとして
も、 アドレス一致イベン ト を NACK できるはずです。 コン
ト ローラは、アドレスの一致時に、低消費電力状態からウェ
イクアップしますが、アクテ ィブ状態に遷移するまで NACK
を送信します。 デバイスがト ランザクシ ョ ンを NACK する
場合、 ホストは、 ACK を受信するまでにト ランザクシ ョ ン
を再試行します。

3. 1 つの I2C ト ランザクシ ョ ン以内の次の 2 バイ トの間に、
340ms 以上の遅延があれば、 デバイスが低消費電力状態に
入り、 ホストが NACK を受ける可能性があります。

4. ホストが SAVE_CHECK_CRC コマンドを送信する時、デバ
イスは、 コマンドの実行が完了するまでに、 次の任意の I2C
ト ラ ンザクシ ョ ンで NACK を送信し ます。 SAVE_-
CHECK_CRC コマンドを完了するにはかかる時間は 220ms
(typ) です。

5. ホストは読み込み専用レジスタへ書き込んでいけません。こ
のような読み込み専用レジスタへの書き込みは無視されま
す。

書き込み動作

ホストは、 書き込む中に以下のステップを実行します。

1. ホストは START 条件を送信する。

2. ホストは、 読み込み／書き込みビッ トが続く スレーブ アド
レスを指定して、 書き込み動作を指定する。 

3. デバイスはホスト を NACK する。

4. ホス ト は、 ア ド レス と読み込み／書き込みビ ッ ト が続 く
Repeat Start ( または START 条件が続く STOP) を送信して
書き込み動作を指定する。 ホストは、 デバイスが ACK を送
信するまでに、アドレスと読み込み／書き込みビッ トのある
Repeat Start を送信し続ける。 デバイスはホス ト に応答
(ACK) する。

5. ホストは、 書き込む必要があるレジスタ  アドレスを指定す
る。

6. デバイスはホストに ACK する。

7. ホストは、 ホストによって指定されたレジスタ  アドレスに
書き込まれるデバイスにデータを送信し始める。その次にデ
バイスからの ACK が続く。

8. 書き込み動作がそれより多くのバイ ト を含むと、 1 バイ トず
つが次のレジスタ  アドレスに書き込まれる。 逐次のバイ ト
の次にデバイスからの ACK が続く。

9. 書き込み動作の完了後、 ホストは STOP 条件をデバイスに
送信する。 これで通信が終わる ( 図 19 をご参照く ださい )。 

図 19.  ホストがデバイスへ x バイ トを書き込み

デバイス データ  ポインタの設定

ホストはデバイス データ  ポインタを設定して今後の読み込み
動作の開始点を指定します。 デバイス データ  ポインタは以下
のステップで設定します。

1. ホストは START 条件を送信する。

2. ホストは、 読み込み／書き込みビッ トが続く スレーブ アド
レスを指定して、 書き込み動作を指定する。 

3. デバイスはホストを NACK する。

4. ホス ト は、 ア ド レス と読み込み／書き込みビ ッ ト が続 く
Repeat Start を送信して書き込み動作を指定する。ホストは、
デバイスが ACK を送信するまでに、 アドレスと読み込み／
書き込みビッ トのある Repeat Start を送信し続ける。 

5. デバイスはホストに ACK する。

6. ホストはレジスタ  アドレスを指定する。 その後の全ての読
み込み動作がこのアドレスから行われる。

7. ホストは STOP 条件を送信する ( 図 20 をご参照ください )。 

図 20.  ホストがデバイス データ  ポインタを設定
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読み出し動作

ホストは、 読み込み動作のために、 以下のステップを実行しま
す。

1. ホストは START 条件を送信する。

2. ホストは、 読み込み／書き込みビッ トが続く スレーブ アド
レスを指定して、 書き込み動作を指定する。 

3. デバイスはホストを NACK する。

4. ホス ト は、 ア ド レス と読み込み／書き込みビ ッ ト が続 く
Repeat Start を送信して書き込み動作を指定する。ホストは、
デバイスが ACK を送信するまでに、 アドレスと読み込み／
書き込みビッ トのある Repeat Start を送信し続ける。 

5. デバイスはホストに ACK する。

6. デバイスは事前に指定されたレジスタ  アドレスからバイ ト
を読み出してから、ホストに送信する。ホストはデバイスを
ACK する。

7. 逐次のバイ トが逐次のレジスタ  アドレスから読み出されて
からホストに送信され、その次にホストからの ACK が続く。

8. ホストが必要なバイ ト を受信した後、 デバイスを NACK す
る。

9. ホストは STOP 条件をデバイスに送信する。 これで通信が
終わる ( 図 21 をご参照ください )。

図 21.  ホストがデバイスから  x バイ トを読み込む
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レイアウト  ガイドラインやベスト  プラクティス

サイプレスは CapSense 基板デザインの広範囲なガイ ド ラ インを提供し ます。 完全なシステム ガイ ド ラ インについては、
CY8CMBR3xxx CapSense デザイン ガイドをご参照ください。

注文情報

CY8CMBR3xxx ファ ミ リは、 パラメーターによって異なる 6 つの部分を含みます。 以下の表では、 全ての部分およびサポート され
る機能の要約を示します。 全てのパッケージはテープおよびリールで提供されています。 

注文コードの定義

表 22.  注文情報 

注文コード
パッケージ 

タイプ 動作温度
静電容量センス

入力の合計
CapSense
ボタン スライダー

近接
センサー GPO 数 シールド

通信
インターフェース

CY8CMBR3116-LQXI 24 ピン QFN 工業用 大 16 大 16 0 大 2 大 8 1 I2C / GPO

CY8CMBR3106S-LQXI 24 ピン QFN 工業用 大 16 大 11 大 2 大 2 0 1 I2C 

CY8CMBR3110-SX2I 16 ピン SOIC 工業用 大 10 大 10 0 大 2 大 5 1 I2C / GPO

CY8CMBR3108-LQXI 16 ピン QFN 工業用 大 8 大 8 0 大 2 大 4 + HI 1 I2C / GPO

CY8CMBR3102-SX1I 8 ピン SOIC 工業用 大 2 大 2 0 大 2 大 1 1 I2C/GPO

CY8CMBR3002-SX1I 8 ピン SOIC 工業用 2 2 0 0 2 0 GPO

テープ & リール

温度範囲 : 
I = 産業用

パッケージ タイプ : XXX = LQX、 SX2 または SX1
 LQX = 24 ピン QFN ( 鉛フリー ) または 16 ピン QFN ( 鉛フリー )；
SX2 = 16 ピン SOIC ( 鉛フリー ) ；
SX1 = 8 ピン SOIC ( 鉛フリー )

X = 空白または S 
空白 = スライダーがサポート されない ；
S = デバイスはスライダーに対応

CapSense ボタンの数 : XX = 16、 06、 10、 08 または 02 
16 = 16 個のボタン ；
10 = 10 個のボタン ；
08 = 8 個のボタン ；
06 = 6 個のボタン ；
02 = 2 個のボタン

コンフ ィギュレーシ ョ ン インターフェース : X = 1 または 0 
1 = I2C コンフ ィギュレーシ ョ ン可能 ；
0 = ハードウェアで設定可能

第 3 世代 MBR ファ ミ リ

メ カニカル ボタンの置き換え

テク ノロジー コード : C = CMOS

マーケティ ング コード : 8 = PSoC

会社 ID: CY = サイプレス

IC MBR XX - XXXCY 8 3 X X (T)

http://www.cypress.com/?rID=90800
http://www.cypress.com/?rID=90800
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パッケージの寸法

図 22.  24 ピン QFN (4×4×0.55mm) パッケージの外形 

図 23.  16 ピン QFN (3×3×0.6mm) パッケージの外形 

001-13937 *G

001-87187 *A
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図 24.  16 ピン SOIC (150mil) パッケージの外形 

図 25.  8 ピン SOIC (150mil) パッケージの外形 

51-85068 *E

51-85066 *I
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熱インピーダンス

はんだリフローの仕様

表 24 は良好なはんだ付け強度を得るための、 はんだリフローに必要な 低ピーク温度を示します。

表 23.  熱インピーダンス

パラメーター 説明 条件 Min Typ Max 単位

TA 動作周囲温度 –40 25 85 °C

TJ 動作接合部温度 –40 – 100 °C

TJA パッケージ θJA (24 ピン QFN) – 38 – °C/W

TJC パッケージ θJC (24 ピン QFN) – 5.6 – °C/W

TJA パッケージ θJA (16 ピン QFN) – 49.6 – °C/W

TJC パッケージ θJC (16 ピン QFN) – 5.9 – °C/W

TJA パッケージ θJA (16 ピン SOIC) – 142 – °C/W

TJC パッケージ θJC (16 ピン SOIC) – 49.8 – °C/W

TJA パッケージ θJA (8 ピン SOIC) – 198 – °C/W

TJC パッケージ θJC (8 ピン SOIC) – 56.9 – °C/W

表 24.  はんだリフローの仕様

パッケージ 高ピーク温度 高温度の時間

8 ピン SOIC 260°C 30 秒

16 ピン SOIC 260°C 30 秒

16 ピン QFN 260°C 30 秒

24 ピン QFN 260°C 30 秒
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本書の表記法

測定単位

表 25.  測定単位

記号 測定単位

°C 摂氏温度

fF フェムト ファラ ド

Hz ヘルツ

kbps キロビッ ト毎秒

kHz キロヘルツ

kW キロオーム

MHz メガヘルツ

A マイクロアンペア

F マイクロファラ ド

s マイクロ秒

mA ミ リアンペア

ms ミ リ秒

mV ミ リボルト

nA ナノアンペア

ns ナノ秒

nV ナノボルト

 オーム

pp ピークツーピーク

pF ピコファラ ド

s 秒

V ボルト
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用語集

参考資料

CP 寄生容量

EZ-Click CY8CMBR3xxx ファ ミ リのコン ト ローラ用にレジスタ設定やデバッギングを容易にするカスタマイズ
ツール (GUI)

GPO 汎用出力 – すなわち、 ユーザーが設定できるチップの出力ピン

FSS Flanking Sensor Suppression ( 隣接センサー抑制 ) 複数の隣接したボタンからの信号を識別して、誤っ
た接触を除去するアルゴリズム。 これは、 システムが 初の触れられたボタンのみを認識することを
保証する

SmartSense システム、 製造および環境の変化に応じて連続的に補正を行う Cypress CapSense アルゴリズム

SNR タ ッチした時のセンサーの信号とタ ッチしない時のセンサーのノイズ信号との比率

トグル センサーを起動するたびに GPO の状態を切り替える MBR デバイスの機能

オ ー プ ン ド レ イ ン の
LOW 駆動モード

論理 0 は低電圧 ( 電圧 < VOL) で示され、論理 1 は出力ラインを高インピーダンス状態に開放すること
で示される出力ピン ド ライブ モード

ス ト ロング ド ラ イブ
モード

論理 0 は低電圧 ( 電圧 < VOL) で示され、 論理 1 は高電圧 ( 電圧 V > VOH) で示される出力ピン ド ライ
ブ モード

Raw カウン ト 検知した静電容量に相当するデジタルカウン ト を示すカウン ト値

ベースライン Raw カウン トのフ ィ タ リングしたバージ ョ ン。 ベースラインは基本的に、 システムの寄生容量の値を
追求するが、 指の静電容量の値を追求しない

寄生容量 センサーへの PC 基板配線の固有容量

指の静電容量 指がセンサーに接触する時に CapSense センサーに発生する追加の静電容量

グローバル設定 一式の全てのエレメン ト用の共通な設定値

アクティブ LOW 信号 アクティブ状態を論理値 0 で、 非アクテ ィブ状態を論理値 1 で示す信号

アクティブ HIGH 信号 アクティブ状態を論理値 1 で、 非アクテ ィブ状態を論理値 0 で示す信号

低消費電力状態 何の処理も実行せず、 消費電力が少ないデバイスの状態

文書名 内容

CapSense CY8CMBR3xxx デザイン ガイド 静電容量検知 (CapSense) 機能を CY8CMBR3xxx ファ ミ リの CapSense コン ト
ローラを使って設計するためのものである。

CapSense® 入門 静電容量タ ッチ センシング (CapSense) を初めてご使用になる方や、 設計上の主
要な注意点およびレイアウトのベス ト プラクテ ィスを学ぶ方にとって、 初に読
むべき文書である。

デザイン ツールボックス 4 つのセクシ ョ ンからなる。 CapSense PCB の一般的レイアウト  ガイドライン、
ボタン寸法推定用のレイアウト  エステ ィ メータ、 電力消費量カリキュレータ  ( ボ
タン寸法に基づく )、 およびレイアウト  デザイン検証用のデザイン検証ツール。

 EZ-Click ユーザー ガイド EZ-Click カスタマイズ ツールのインストールやアンインストール方法、 および基
板の設定方法を説明する。 GUI の全てのタブについても詳細に説明する。

プログラ ミングの CY8CMBR3xxx 仕様 CY8CMBR3xxx デバイスの不揮発性メモリをプログラムするのに必要な情報を提
供する。 外部プログラマによるアクセルに必要な通信プロ ト コルを記述し、 プロ
グラ ミングアルゴリズムを説明し、 物理的な接続の電気的仕様を提供する。

CapSense® Express™ コン ト ローラ  レジス
タ TRM

CY8CMBR3102、CY8CMBR3106S、CY8CMBR3108、CY8CMBR3110 と CY8CM-
BR3116 CapSense® Express™ コン ト ローラのレジスタを全てリストアップし、詳
述する。 すべてのレジスタはアドレス順にリストアップされる。

http://www.cypress.com/?rID=90800
http://www.cypress.com/?rID=48787
http://www.cypress.com/?rID=90800
www.cypress.com/EZ-Click
http://www.cypress.com/?rID=91881
http://www.cypress.com/?rID=90802
http://www.cypress.com/documentation/application-notes/an64846-getting-started-capsense
http://www.cypress.com/documentation/application-notes/an64846-getting-started-capsense
http://www.cypress.com/documentation/technical-reference-manuals/cy8cmbr3102-cy8cmbr3106s-cy8cmbr3108-cy8cmbr3110
http://www.cypress.com/documentation/technical-reference-manuals/cy8cmbr3102-cy8cmbr3106s-cy8cmbr3108-cy8cmbr3110
http://www.cypress.com/documentation/technical-reference-manuals/cy8cmbr3102-cy8cmbr3106s-cy8cmbr3108-cy8cmbr3110
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版 ECN 変更者 発行日 変更内容

** 4354540 HZEN 04/21/2014 これは英語版 001-85330 Rev *E を翻訳した日本語版 001-92218 Rev. ** です。

*A 4753259 HZEN 05/13/2015 これは英語版 001-85330 Rev *J を翻訳した日本語版 001-92218 Rev. *A です。

*B 5316114 HZEN 06/21/2016 これは英語版 001-85330 Rev *M を翻訳した日本語版 001-92218 Rev. *B です。

*C 6373852 YSAT 11/06/2018 これは英語版 001-85330 Rev *O を翻訳した日本語版 001-92218 Rev. *C です。
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ウェアの修正及び複製を行う こと , 並びに (b) Cypress のハードウェア製品ユニッ トに用いるためにのみ ,  ( 直接又は再販売者及び販売代理店を介して間接のいずれかで ) 本ソフ トウェアをバイナ
リーコード形式で外部エンドユーザーに配布すること , 並びに (2) 本ソフ トウェア (Cypressにより提供され, 修正がなされていないもの) が抵触するCypressの特許権のクレームに基づき , Cypress
ハードウェア製品と共に用いるためにのみ , 本ソフ トウェアの作成 , 利用 , 配布及び輸入を行う ことについての非独占的で譲渡不能な一身専属的ライセンス ( サブライセンスの権利を除く ) を付与
する。 本ソフ トウェアのその他の使用 , 複製 , 修正 , 変換又はコンパイルを禁止する。

適用される法律により許される範囲内で , Cypress は , 本書面又はいかなる本ソフ トウェア若し くはこれに伴うハードウェアに関しても , 明示又は黙示をとわず , いかなる保証 ( 商品性及び特定の
目的への適合性の黙示の保証を含むがこれらに限られない ) も行わない。いかなるコンピューテ ィ ングデバイスも絶対に安全という ことはない。従って , Cypress のハードウェアまたはソフ トウェ
ア製品に講じられたセキュリテ ィ対策にもかかわらず , Cypress は , Cypress 製品への権限のないアクセスまたは使用といったセキュリテ ィ違反から生じる一切の責任を負わない。加えて , 本書面
に記載された製品には , エラッ タ と呼ばれる設計上の欠陥またはエラーが含まれている可能性があり , 公表された仕様とは異なる動作をする場合がある。適用される法律により許される範囲内で ,
Cypress は , 別途通知することな く , 本書面を変更する権利を留保する。 Cypress は , 本書面に記載のある , いかなる製品若し くは回路の適用又は使用から生じる一切の責任を負わない。 本書面で
提供されたあらゆる情報 ( あらゆるサンプルデザイン情報又はプログラムコードを含む ) は , 参照目的のためのみに提供されたものである。この情報で構成するあらゆるアプリケーシ ョ ン及びその
結果としてのあらゆる製品の機能性及び安全性を適切に設計 , プログラム , かつテストすることは , 本書面のユーザーの責任において行われるものとする。 Cypress 製品は , 兵器 , 兵器システム ,
原子力施設 , 生命維持装置若し くは生命維持システム , 蘇生用の設備及び外科的移植を含むその他の医療機器若し くは医療システム , 汚染管理若し くは有害物質管理の運用のために設計され若し く
は意図されたシステムの重要な構成部分としての使用 , 又は装置若し くはシステムの不具合が人身傷害 , 死亡若し くは物的損害を生じさせるようなその他の使用 ( 以下 「本目的外使用」 という。 )
のためには設計 , 意図又は承認されていない。 重要な構成部分とは , それの不具合が装置若し くはシステムの不具合を生じさせるか又はその安全性若し くは実効性に影響すると合理的に予想でき
るような装置若し くはシステムのあらゆる構成部分をいう。 Cypress 製品のあらゆる本目的外使用から生じ , 若し くは本目的外使用に関連するいかなる請求 , 損害又はその他の責任についても ,
Cypress はその全部又は一部をとわず一切の責任を負わず , かつ Cypress はそれら一切から本書により免除される。 Cypress は Cypress 製品の本目的外使用から生じ又は本目的外使用に関連する
あらゆる請求 , 費用 , 損害及びその他の責任 ( 人身傷害又は死亡に基づく請求を含む ) から免責補償される。

Cypress, Cypress のロゴ , Spansion, Spansion のロゴ及びこれらの組み合わせ , WICED, PSoC, CapSense, EZ-USB, F-RAM, 及び Traveo は , 米国及びその他の国における Cypress の商標又は登録
商標である。 Cypress のより完全な商標のリストは , cypress.com を参照すること。 その他の名称及びブランドは , それぞれの権利者の財産として権利主張がなされている可能性がある。 

セールス、 ソリューシ ョ ンおよび法律情報

ワールドワイ ド販売と設計サポート

サイプレスは、 事業所、 ソリューシ ョ ン センター、 メーカー代理店および販売代理店の世界的なネッ トワークを保持しています。
お客様の 寄りのオフ ィスについては、 サイプレスのロケーシ ョ ンのウェブページをご覧ください。
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車載用 cypress.com/automotive

クロック & バッファ cypress.com/clocks

インターフェース cypress.com/interface
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